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(57)【要約】
　ユーザ機器からチャネル状態情報を取得するための第
１の基地局における方法が提供される。第１の基地局は
、無線通信システムに含まれる。当該無線通信システム
は、上記ユーザ機器をさらに含む。第１の基地局は、第
１のチャネル情報に基づいて、第１のサブフレームのセ
ットについて第１のオフセット値を推定（４０３）する
。第１の基地局は、さらに、第２のチャネル情報に基づ
いて、第２のサブフレームのセットについて第２のオフ
セット値を推定（４０４）する。第１の基地局は、ユー
ザ機器へ、推定した第１のオフセット値及び推定した第
２のオフセット値を送信（４０５）する。そして、第１
の基地局は、ユーザ機器からチャネル状態情報を取得（
４０７）する。当該チャネル状態情報は、送信された、
推定された第１のオフセット値及び推定された第２のオ
フセット値に基づく。当該チャネル状態情報は、第１の
基地局にいて送信のために使用されることになる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（２２２）からチャネル状態情報を取得するための第１の基地局（２１０）
における方法であって、当該第１の基地局（２１０）は、無線通信システム（２００）に
含まれ、当該無線通信システム（２００）は、前記ユーザ機器（２２２）をさらに含み、
　第１のチャネル情報に基づいて、第１のサブフレームのセットについて第１のオフセッ
ト値を推定すること（４０３）と、前記第１のサブフレームのセットのサブフレームは、
第１のタイプであることと、
　第２のチャネル情報に基づいて、第２のサブフレームのセットについて第２のオフセッ
ト値を推定すること（４０４）と、前記第２のサブフレームのセットのサブフレームは、
第２のタイプであることと、
　前記ユーザ機器（２２２）へ、推定した前記第１のオフセット値及び推定した前記第２
のオフセット値を送信すること（４０５）と、
　前記ユーザ機器（２２２）からチャネル状態情報を取得すること（４０７）と、
　当該チャネル状態情報は、推定した前記第１のオフセット値及び推定した前記第２のオ
フセット値に基づいていることと、
　当該チャネル状態情報は、前記第１の基地局（２１０）において送信のために使用され
ることと、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記第１のチャネル情報及び／又は前記第２のチャネル情報は、負荷情報、位置情報、
アウターループリンク適応動作の統計、リファレンス信号値、及び他のチャネル情報、の
うちの１つ以上を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のオフセット値を推定すること（４０３）及び前記第２のオフセット値を推定
すること（４０４）は、それぞれ前記第１のサブフレームのセット及び前記第２のサブフ
レームのセットについて、リファレンス信号のリソースエレメント（ＲＥ）で測定される
第１の信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）と物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ
）のリソースエレメント（ＲＥ）で測定される第２のＳＩＮＲとの間の比率差を推定する
ことにより実行される、請求項１～２のいずれかに記載の方法。
【請求項４】
　前記比率差は、前記第１のサブフレームのセットについて及び前記第２のサブフレーム
のセットについて別々に、前記第１のＳＩＮＲ及び前記第２のＳＩＮＲの変化を追跡する
ことにより推定される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記無線通信システム（２００）は、少なくとも１つの第２の基地局（２１２）をさら
に含み、前記方法は、
　前記ユーザ機器（２２２）から、前記第１の基地局（２１０）についてのリファレンス
信号値及び前記少なくとも１つの第２の基地局（２１２）についての第２のリファレンス
信号値、を含むチャネル情報を受信すること（４０１）と、
　当該チャネル情報は、前記第１のチャネル情報及び前記第２のチャネル情報の双方とし
て使用されることと、
　前記第１の基地局（２１０）についての前記リファレンス信号値と前記少なくとも１つ
の第２の基地局（２１２）についての前記第２のリファレンス信号値との間の差異を判定
すること（４０２）と、
　当該差異は、リファレンス信号のＲＥで測定される前記第１のＳＩＮＲとＰＤＳＣＨの
ＲＥで測定される前記第２のＳＩＮＲとの間の前記比率差を推定する際に使用されること
と、
　を含む、
　請求項３～４のいずれかに記載の方法。
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【請求項６】
　前記無線通信システム（２００）は、少なくとも１つの第２の基地局（２１２）をさら
に含み、前記第１の基地局（２１０）は、第１のピコ基地局であり、前記第２の基地局（
２１２）は、マクロ基地局又は第２のピコ基地局のいずれかであり、前記第１のタイプの
前記サブフレーム及び前記第２のタイプの前記サブフレームは、少なくとも前記第２の基
地局（２１２）における対応するサブフレームの干渉パターンに基づいて前記第１の基地
局（２１０）におけるサブフレーム群を前記第１及び第２のタイプへと分割することによ
り決定される、請求項１～５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の基地局（２１０）は、ピコ基地局であり、前記第２の基地局（２１２）は、
マクロ基地局であり、
　前記第１のタイプの前記サブフレームは、前記第２の基地局（２１２）におけるＡＢＳ
（almost　blank　subframes）又はＲＰＳＦ（reduced　power　subframes）により干渉
される前記第１の基地局（２１０）におけるサブフレームであり、
　前記第２のタイプの前記サブフレームは、前記第２の基地局（２１２）における非ＡＢ
Ｓ又は非ＲＰＳＦにより干渉される前記第１の基地局（２１０）におけるサブフレームで
ある、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記無線通信システム（２００）は、少なくとも１つの第２の基地局（２１２）をさら
に含み、前記第１の基地局（２１０）は、マクロ基地局であり、前記第２の基地局（２１
２）は、ピコ基地局であり、前記第１のタイプの前記サブフレームは、前記第１の基地局
（２１０）におけるＡＢＳ（almost　blank　subframes）又はＲＰＳＦ（reduced　power
　subframes）であり、前記第２のタイプの前記サブフレームは、前記第１の基地局（２
１０）における非ＡＢＳ又は非ＲＰＳＦである、請求項１～５のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記方法は、
　双方のサブフレームのセットについて、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）
のリソースエレメント（ＲＥ）の電力レベルと共通リファレンス信号（ＣＲＳ）のＲＥの
電力レベルとの間の想定される比を示す第１の電力レベル値を、前記ユーザ機器（２２２
）へ送信すること（４０６）、
　をさらに含む、請求項１～８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記方法は、
　前記第１のサブフレームのセットについての第２の電力レベル値と、前記第２のサブフ
レームのセットについての第３の電力レベル値とを、前記ユーザ機器（２２２）へ送信す
ること（４０６）と、
　前記第２の電力レベル値は、前記第１のサブフレームのセットについての物理ダウンリ
ンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のリソースエレメント（ＲＥ）の電力レベルと共通リフ
ァレンス信号（ＣＲＳ）のＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示すことと、
　前記第３の電力レベル値は、前記第２のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨの
ＲＥの電力レベルとＣＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示すことと、
　をさらに含む、請求項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　推定した前記第１のオフセット値及び前記第２のオフセット値を送信すること（４０５
）は、
　前記第１のサブフレームのセットについての物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣ
Ｈ）のリソースエレメント（ＲＥ）の電力レベルとチャネル状態情報リファレンス信号（
ＣＳＩ－ＲＳ）のＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示す第４の電力レベル値を判
定すること（６０１）と、
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　前記第２のサブフレームのセットについてＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＳＩ－Ｒ
ＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示す第５の電力レベル値を判定すること（
６０２）と、
　判定した前記第４の電力レベル値と、判定した前記第５の電力レベル値とを、前記ユー
ザ機器（２２２）へ送信すること（６０３）と、
　推定した前記第１のオフセット値は、前記第４の電力レベル値によって暗黙的にシグナ
リングされることと、
　推定した前記第２のオフセット値は、前記第５の電力レベル値によって暗黙的にシグナ
リングされることと、
　を含む、請求項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　推定した前記第１のオフセット値及び推定した前記第２のオフセット値を送信すること
（４０５）は、
　双方のサブフレームのセットについての物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）
のリソースエレメント（ＲＥ）の電力レベルとチャネル状態情報リファレンス信号（ＣＳ
Ｉ－ＲＳ）のＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示す第６の電力レベル値を判定す
ること（６０４）と、
　判定した前記第６の電力レベル値を、前記ユーザ機器（２２２）へ送信すること（６０
５）と、
　推定した前記第１のオフセット値及び推定した前記第２のオフセット値は、前記第６の
電力レベル値によって暗黙的にシグナリングされることと、
　を含む、請求項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　推定した前記第１のオフセット値及び前記第２のオフセット値を送信すること（４０５
）は、
　前記第１のサブフレームのセット又は前記第２のサブフレームのセットについての物理
ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のリソースエレメント（ＲＥ）の電力レベルと
チャネル状態情報リファレンス信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のＲＥの電力レベルとの間の想定さ
れる比を示す第７の電力レベル値を判定すること（６０６）と、
　前記第１のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルと共通リフ
ァレンス信号（ＣＲＳ）のＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示す８の電力レベル
値を判定すること（６０７）と、
　前記第２のサブフレームのセットについてＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＲＳのＲ
Ｅの電力レベルとの間の想定される比を示す第９の電力レベル値を判定すること（６０８
）と、
　判定した前記第７の電力レベル値、前記８の電力レベル値及び前記第９の電力レベル値
を、前記ユーザ機器（２２２）へ送信すること（６０９）と、
　推定した前記第１のオフセット値は、前記第７の電力レベル値によって暗黙的にシグナ
リングされることと、
　推定した前記第２のオフセット値は、前記第７の電力レベル値、前記８の電力レベル値
及び前記第９の電力レベル値によって暗黙的にシグナリングされることと、
　を含む、請求項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　第１の基地局（２１０）へチャネル状態情報を送信するためのユーザ機器（２２２）に
おける方法であって、当該ユーザ機器（２２２）は、無線通信システム（２００）に含ま
れ、当該無線通信システム（２００）は、前記第１の基地局（２１０）をさらに含み、
　第１のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号に基づいて、第１の信号対干
渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）を推定すること（５０２）と、
　第２のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号に基づいて、第２のＳＩＮＲ
を推定すること（５０３）と、
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　前記第１の基地局（２１０）から、前記第１のタイプのサブフレームについての第１の
オフセット値及びサブフレームの前記第２のタイプについての第２のオフセット値を受信
すること（５０４）と、
　推定した前記第１のＳＩＮＲ及び受信した前記第１のオフセット値に基づいて、第１の
補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０６）と、
　推定した前記第２のＳＩＮＲ及び受信した前記第２のオフセット値に基づいて、第２の
補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０７）と、
　生成した前記第１の補償されたＳＩＮＲ及び生成した前記第２の補償されたＳＩＮＲに
基づいて、チャネル状態情報を計算すること（５０８）と、
　計算した前記チャネル状態情報を前記第１の基地局（２１０）へ送信すること（５０９
）と、
　を含む方法。
【請求項１５】
　前記第１のタイプのサブフレームについての前記リファレンス信号及び前記第２のタイ
プのサブフレームについての前記リファレンス信号は、チャネルインパルス応答、干渉、
及び雑音レベル、のうちの１つ以上を推定するために使用され、第１のＳＩＮＲを推定す
ること（５０２）及び第２のＳＩＮＲを推定すること（５０３）は、チャネルインパルス
応答、干渉、及び雑音レベル、のうちの１つ以上の前記推定に基づいて行われる、請求項
１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１のタイプのサブフレームについての前記リファレンス信号及び前記第２のタイ
プのサブフレームについての前記リファレンス信号は、前記第１の基地局（２１０）から
受信（５０１）されるリファレンス信号であり、当該リファレンス信号は、共通リファレ
ンス信号（ＣＲＳ）又はチャネル状態情報リファレンス信号（ＣＳＩ－ＲＳ）である、請
求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記方法は、前記第１の基地局（２１０）から、第１の電力レベル値を受信すること（
５０５）、をさらに含み、
　前記第１の補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０６）及び前記第２の補償されたＳ
ＩＮＲを生成すること（５０７）は、受信した前記第１の電力レベル値にさらに基づく、
　請求項１４～１６のいずれかに記載の方法。
【請求項１８】
　前記方法は、前記第１の基地局（２１０）から、第１のタイプのサブフレームについて
の第２の電力レベル値及び第２のタイプのサブフレームについての第３の電力レベル値を
受信すること（５０５）、をさらに含み、
　前記第１の補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０６）は、受信した前記第２の電力
レベル値にさらに基づき、
　前記第２の補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０７）は、受信した前記第３の電力
レベル値にさらに基づく、
　請求項１４～１６のいずれかに記載の方法。
【請求項１９】
　第１のタイプのサブフレームについての第１のオフセット値及びサブフレームの第２の
タイプについての第２のオフセット値を受信すること（５０４）は、前記第１のタイプの
前記サブフレームについての前記第１のオフセット値を暗黙的に含む第４の電力レベル値
、及び前記第２のタイプの前記サブフレームについての前記第２のオフセット値を暗黙的
に含む第５の電力レベル値を受信すること、を含み、
　前記第１の補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０６）は、受信した前記第４の電力
レベル値にさらに基づき、
　前記第２の補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０７）は、受信した前記第５の電力
レベル値にさらに基づく、
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　請求項１４～１６のいずれかに記載の方法。
【請求項２０】
　第１のタイプのサブフレームについての第１のオフセット値及びサブフレームの第２の
タイプについての第２のオフセット値を受信すること（５０４）は、前記第１のタイプの
前記サブフレームについての前記第１のオフセット値、及び第２のタイプのサブフレーム
についての前記第２のオフセット値を暗黙的に含む第６の電力レベル値を受信すること、
を含み、
　前記第１の補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０６）及び前記第２の補償されたＳ
ＩＮＲを生成すること（５０７）は、受信した前記第６の電力レベル値にさらに基づく、
　請求項１４～１６のいずれかに記載の方法。
【請求項２１】
　第１のタイプのサブフレームについての第１のオフセット値及びサブフレームの第２の
タイプについての第２のオフセット値を受信すること（５０４）は、第７の電力レベル値
、８の電力レベル値及び第９の電力レベル値を受信すること、を含み、前記第７の電力レ
ベル値は、前記第１のタイプの前記サブフレームについての前記第１のオフセット値を暗
黙的に含み、前記第７の電力レベル値、前記８の電力レベル値及び前記第９の電力レベル
値は、第２のタイプのサブフレームについての前記第２のオフセット値を暗黙的に含み、
　前記第１の補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０６）は、受信した前記第７の電力
レベル値にさらに基づき、
　前記第２の補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０７）は、受信した前記第７の電力
レベル値、受信した前記８の電力レベル値及び受信した前記第９の電力レベル値にさらに
基づく、
　請求項１４～１６のいずれかに記載の方法。
【請求項２２】
　前記無線通信システム（２００）は、少なくとも１つの第２の基地局（２１２）をさら
に含み、前記第１の基地局（２１０）は、ピコ基地局であり、前記第２の基地局（２１２
）は、マクロ基地局であり、前記第１のタイプの前記サブフレーム及び前記第２のタイプ
の前記サブフレームは、第２の基地局（２１２）におけるサブフレームにより干渉される
、前記第１の基地局（２１０）における異なるタイプのサブフレームであり、前記第１の
タイプのサブフレームは、ＡＢＳ（almost　blank　subframes）又はＲＰＳＦ（reduced
　power　subframes）により干渉されるサブフレームであり、前記第２のタイプのサブフ
レームは、非ＡＢＳ又は非ＲＰＳＦにより干渉される、請求項１４～２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記無線通信システム（２００）は、少なくとも１つの第２の基地局（２１２）をさら
に含み、前記第１の基地局（２１０）は、マクロ基地局であり、前記第２の基地局（２１
２）は、ピコ基地局であり、前記第１のタイプの前記サブフレーム及び前記第２のタイプ
の前記サブフレームは、前記第１の基地局（２１０）における異なるタイプのサブフレー
ムであり、前記第１のタイプの前記サブフレームは、前記第１の基地局（２１０）におけ
るＡＢＳ（almost　blank　subframes）又はＲＰＳＦ（reduced　power　subframes）で
あり、前記第２のタイプの前記サブフレームは、前記第１の基地局（２１０）における非
ＡＢＳ又は非ＲＰＳＦである、請求項１４～２１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記チャネル状態情報は、ＣＱＩ（Channel　Quality　Indicator）、ＰＭＩ（Preferr
ed　Matrix　Indicator）及びＲＩ（Rank　Indicator）のうちの少なくとも１つを含み、
前記ＣＱＩ、ＰＭＩ及びＲＩは、チャネルの推定、干渉の推定、雑音レベルの推定、生成
した前記第１の補償されたＳＩＮＲ、及び生成した前記第２の補償されたＳＩＮＲのうち
の１つ以上に基づいて計算（５０８）される、請求項１５～２３のいずれかに記載の方法
。
【請求項２５】
　ユーザ機器（２２２）からチャネル状態情報を取得するように構成される第１の基地局
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（２１０）であって、当該第１の基地局（２１０）は、無線通信システム（２００）に含
まれ、当該無線通信システム（２００）は、前記ユーザ機器（２２２）をさらに含み、
　第１のチャネル情報に基づいて、そのサブフレームが第１のタイプである第１のサブフ
レームのセットについて第１のオフセット値を推定し、第２のチャネル情報に基づいて、
そのサブフレームが第２のタイプである第２のサブフレームのセットについて第２のオフ
セット値を推定する、ように構成される推定回路（７０１）と、
　前記ユーザ機器（２２２）へ、前記第１のサブフレームのセットについての推定された
前記第１のオフセット値及び前記第２のサブフレームのセットについての推定された前記
第２のオフセット値を送信するように構成される第１の送信回路（７０２）と、
　前記ユーザ機器（２２２）からチャネル状態情報を取得するように構成される第１の受
信回路（７０３）と、
　を備え、
　前記チャネル状態情報は、推定された前記第１のオフセット値及び推定された前記第２
のオフセット値に基づいており、
　前記チャネル状態情報は、前記第１の基地局（２１０）において送信のために使用され
る、
　第１の基地局（２１０）。
【請求項２６】
　前記第１のチャネル情報及び／又は前記第２のチャネル情報は、負荷情報、位置情報、
アウターループリンク適応動作の統計、リファレンス信号値、及び他のチャネル情報、の
うちの１つ以上を含む、請求項２５に記載の第１の基地局（２１０）。
【請求項２７】
　前記推定回路（７０１）は、それぞれ前記第１のサブフレームのタイプ及び前記第２の
サブフレームのタイプについて、リファレンス信号（ＲＳ）のリソースエレメント（ＲＥ
）で測定される第１の信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）と物理ダウンリンク共有チャネ
ル（ＰＤＳＣＨ）のリソースエレメント（ＲＥ）で測定される第２のＳＩＮＲとの間の比
率差を推定することにより、前記第１のオフセット値を推定し及び前記第２のオフセット
値を推定する、ように構成される、請求項２５～２６のいずれかに記載の第１の基地局（
２１０）。
【請求項２８】
　前記比率差は、前記第１のサブフレームのセットについて及び前記第２のサブフレーム
のセットについて別々に、前記第１のＳＩＮＲ及び前記第２のＳＩＮＲの変化を追跡する
ことにより推定される、請求項２７に記載の第１の基地局（２１０）。
【請求項２９】
　前記無線通信システム（２００）は、少なくとも１つの第２の基地局（２１２）をさら
に含み、前記第１の基地局（２１０）は、
　前記ユーザ機器（２２２）から、前記第１の基地局（２１０）についてのリファレンス
信号値及び前記第２の基地局（２１２）についての第２のリファレンス信号値を含む、前
記第１のチャネル情報及び前記第２のチャネル情報の双方として使用されるチャネル情報
を受信するように構成される第２の受信回路（７０４）と、
　前記第１の基地局（２１０）についての前記リファレンス信号値と前記第２の基地局（
２１２）についての前記第２のリファレンス信号値との間の差異を判定するように構成さ
れる判定回路（７０５）と、
　をさらに備え、
　前記差異は、リファレンス信号のＲＥで測定される前記第１のＳＩＮＲとＰＤＳＣＨの
ＲＥで測定される前記第２のＳＩＮＲとの間の前記比率差を推定する際に使用される、
　請求項２７～２８のいずれかに記載の第１の基地局（２１０）。
【請求項３０】
　前記無線通信システム（２００）は、少なくとも１つの第２の基地局（２１２）をさら
に含み、前記第１の基地局（２１０）は、第１のピコ基地局であり、前記第２の基地局（
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２１２）は、マクロ基地局又は第２のピコ基地局のいずれかであり、前記第１のタイプの
前記サブフレーム及び前記第２のタイプの前記サブフレームは、少なくとも前記第２の基
地局（２１２）における対応するサブフレームの干渉パターンに基づいて前記第１の基地
局（２１０）におけるサブフレーム群を前記第１及び第２のタイプへと分割することによ
り決定される、請求項２５～２９のいずれかに記載の第１の基地局（２１０）。
【請求項３１】
　前記第１の基地局（２１０）は、ピコ基地局であり、前記第２の基地局（２１２）は、
マクロ基地局であり、
　前記第１のタイプの前記サブフレームは、前記第２の基地局（２１２）におけるＡＢＳ
（almost　blank　subframes）又はＲＰＳＦ（reduced　power　subframes）により干渉
される前記第１の基地局（２１０）におけるサブフレームであり、
　前記第２のタイプの前記サブフレームは、前記第２の基地局（２１２）における非ＡＢ
Ｓ又は非ＲＰＳＦにより干渉される前記第１の基地局（２１０）におけるサブフレームで
ある、
　請求項３０に記載の第１の基地局（２１０）。
【請求項３２】
　前記無線通信システム（２００）は、少なくとも１つの第２の基地局（２１２）をさら
に含み、前記第１の基地局（２１０）は、マクロ基地局であり、前記第２の基地局（２１
２）は、ピコ基地局であり、前記第１のタイプの前記サブフレームは、前記第１の基地局
（２１０）におけるＡＢＳ（almost　blank　subframes）又はＲＰＳＦ（reduced　power
　subframes）であり、前記第２のタイプの前記サブフレームは、前記第１の基地局（２
１０）における非ＡＢＳ又は非ＲＰＳＦである、請求項２５～２９のいずれかに記載の第
１の基地局（２１０）。
【請求項３３】
　前記第１の基地局（２１０）は、
　双方のサブフレームのセットについて、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）
のリソースエレメント（ＲＥ）の電力レベルと共通リファレンス信号（ＣＲＳ）のＲＥの
電力レベルとの間の想定される比を示す第１の電力レベル値を、前記ユーザ機器（２２２
）へ送信するように構成される第２の送信回路（７０６）、
　をさらに備える、請求項２５～３２のいずれかに記載の第１の基地局（２１０）。
【請求項３４】
　前記第１の基地局（２１０）は、
　前記第１のサブフレームのセットについての第２の電力レベル値と、前記第２のサブフ
レームのセットについての第３の電力レベル値とを、前記ユーザ機器（２２２）へ送信す
るように構成される第２の送信回路（７０６）、
　をさらに備え、
　前記第２の電力レベル値は、前記第１のサブフレームのセットについての物理ダウンリ
ンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のリソースエレメント（ＲＥ）の電力レベルと共通リフ
ァレンス信号（ＣＲＳ）のＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示し、
　前記第３の電力レベル値は、前記第２のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨの
ＲＥの電力レベルとＣＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示す、
　請求項２５～３２のいずれかに記載の第１の基地局（２１０）。
【請求項３５】
　推定された前記第１のオフセット値及び前記第２のオフセット値を送信するために構成
される前記第１の送信回路（７０２）は、
　前記第１のサブフレームのセットについての物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣ
Ｈ）のリソースエレメント（ＲＥ）の電力レベルとチャネル状態情報リファレンス信号（
ＣＳＩ－ＲＳ）のＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示す第４の電力レベル値を判
定し、
　前記第２のサブフレームのセットについてＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＳＩ－Ｒ
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ＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示す第５の電力レベル値を判定し、
　判定された前記第４の電力レベル値と、判定された前記第５の電力レベル値とを、前記
ユーザ機器（２２２）へ送信する、
　ようにさらに構成され、
　推定された前記第１のオフセット値は、前記第４の電力レベル値によって暗黙的にシグ
ナリングされ、
　推定された前記第２のオフセット値は、前記第５の電力レベル値によって暗黙的にシグ
ナリングされる、
　請求項２５～３２のいずれかに記載の第１の基地局（２１０）。
【請求項３６】
　推定された前記第１のオフセット値及び前記第２のオフセット値を送信するために構成
される前記第１の送信回路（７０２）は、
　双方のサブフレームのセットについての物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）
のリソースエレメント（ＲＥ）の電力レベルとチャネル状態情報リファレンス信号（ＣＳ
Ｉ－ＲＳ）のＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示す第６の電力レベル値を判定し
、
　判定された前記第６の電力レベル値を、前記ユーザ機器（２２２）へ送信する、
　ようにさらに構成され、
　推定された前記第１のオフセット値及び推定された前記第２のオフセット値は、前記第
６の電力レベル値によって暗黙的にシグナリングされる、
　請求項２５～３２のいずれかに記載の第１の基地局（２１０）。
【請求項３７】
　推定された前記第１のオフセット値及び前記第２のオフセット値を送信するために構成
される前記第１の送信回路（７０２）は、
　前記第１のサブフレームのセット又は前記第２のサブフレームのセットについての物理
ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のリソースエレメント（ＲＥ）の電力レベルと
チャネル状態情報リファレンス信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のＲＥの電力レベルとの間の想定さ
れる比を示す第７の電力レベル値を判定し、
　前記第１のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルと共通リフ
ァレンス信号（ＣＲＳ）のＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示す８の電力レベル
値を判定し、
　前記第２のサブフレームのセットについてＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＲＳのＲ
Ｅの電力レベルとの間の想定される比を示す第９の電力レベル値を判定し、
　判定された前記第７の電力レベル値、前記８の電力レベル値及び前記第９の電力レベル
値を、前記ユーザ機器（２２２）へ送信する、
　ようにさらに構成され、
　推定された前記第１のオフセット値は、前記第７の電力レベル値によって暗黙的にシグ
ナリングされ、
　推定された前記第２のオフセット値は、前記第７の電力レベル値、前記８の電力レベル
値及び前記第９の電力レベル値によって暗黙的にシグナリングされる、
　請求項２５～３２のいずれかに記載の第１の基地局（２１０）。
【請求項３８】
　第１の基地局（２１０）へチャネル状態情報を送信するように構成されるユーザ機器（
２２２）であって、当該ユーザ機器（２２２）は、無線通信システム（２００）に含まれ
、当該無線通信システムは、前記第１の基地局（２１０）をさらに含み、
　第１のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号に基づいて、第１の信号対干
渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）を推定し、第２のタイプのサブフレームについてのリファレン
ス信号に基づいて、第２のＳＩＮＲを推定する、ように構成される推定回路（８０１）と
、
　前記第１の基地局（２１０）から、第１のタイプのサブフレームについての第１のオフ
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セット値を受信し及びサブフレームの第２のタイプについての第２のオフセット値を受信
する、ように構成される第１の受信回路（８０２）と、
　推定された前記第１のＳＩＮＲ及び受信された前記第１のオフセット値に基づいて、第
１の補償されたＳＩＮＲを生成し、及び推定された前記第２のＳＩＮＲ及び受信された前
記第２のオフセット値に基づいて、第２の補償されたＳＩＮＲを生成する、ように構成さ
れる生成回路（８０３）と、
　生成された前記第１の補償されたＳＩＮＲ及び生成された前記第２の補償されたＳＩＮ
Ｒに基づいて、チャネル状態情報を計算するように構成される計算回路（８０４）と、
　計算された前記チャネル状態情報を前記第１の基地局（２１０）へ送信するように構成
される送信回路（８０５）と、
　を備えるユーザ機器（２２２）。
【請求項３９】
　前記第１のタイプのサブフレームについての前記リファレンス信号及び前記第２のタイ
プのサブフレームについての前記リファレンス信号は、チャネルインパルス応答、干渉、
及び雑音レベル、のうちの１つ以上を推定するために使用され、前記推定回路（８０１）
は、チャネルインパルス応答、干渉、及び雑音レベル、のうちの１つ以上の前記推定に基
づいて、第１のＳＩＮＲ及び第２のＳＩＮＲを推定する、ように構成される、請求項３８
に記載のユーザ機器（２２２）。
【請求項４０】
　前記ユーザ機器は、前記第１のタイプのサブフレームについての前記リファレンス信号
及び前記第２のタイプのサブフレームについての前記リファレンス信号を前記第１の基地
局（２１０）から受信するように構成される第２の受信回路（８０６）、をさらに備え、
　受信される前記リファレンス信号は、共通リファレンス信号（ＣＲＳ）又はチャネル状
態情報リファレンス信号（ＣＳＩ－ＲＳ）である、
　請求項３９に記載のユーザ機器（２２２）。
【請求項４１】
　前記ユーザ機器は、前記第１の基地局（２１０）から第１の電力レベル値を受信するよ
うに構成される第３の受信回路（８０７）、をさらに備え、
　前記生成回路（８０３）は、受信された前記第１の電力レベル値にさらに基づいて、前
記第１の補償されたＳＩＮＲを生成し及び前記第２の補償されたＳＩＮＲを生成する、よ
うにさらに構成される、
　請求項３８～４０のいずれかに記載のユーザ機器（２２２）。
【請求項４２】
　前記ユーザ機器は、前記第１の基地局（２１０）から、第１のタイプのサブフレームに
ついての第２の電力レベル値及び第２のタイプのサブフレームについての第３の電力レベ
ル値を受信するように構成される第３の受信回路（８０７）、をさらに備え、
　前記生成回路（８０３）は、受信された前記第２の電力レベル値にさらに基づいて前記
第１の補償されたＳＩＮＲを生成し、及び受信された前記第３の電力レベル値にさらに基
づいて前記第２の補償されたＳＩＮＲを生成する、ようにさらに構成される、
　請求項３８～４０のいずれかに記載のユーザ機器（２２２）。
【請求項４３】
　前記第１の受信回路（８０２）は、前記第１のタイプの前記サブフレームについての前
記第１のオフセット値を暗黙的に含む第４の電力レベル値、及び前記第２のタイプの前記
サブフレームについての前記第２のオフセット値を暗黙的に含む第５の電力レベル値を受
信するようにさらに構成され、
　前記生成回路（８０３）は、受信された前記第４の電力レベル値にさらに基づいて前記
第１の補償されたＳＩＮＲを生成し、及び受信された前記第５の電力レベル値にさらに基
づいて前記第２の補償されたＳＩＮＲを生成する、ようにさらに構成される、
　請求項３８～４０のいずれかに記載のユーザ機器（２２２）。
【請求項４４】
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　前記第１の受信回路（８０２）は、前記第１のタイプの前記サブフレームについての前
記第１のオフセット値、及び第２のタイプのサブフレームについての前記第２のオフセッ
ト値を暗黙的に含む第６の電力レベル値を受信するようにさらに構成され、
　前記生成回路（８０３）は、受信された前記第６の電力レベル値にさらに基づいて、前
記第１の補償されたＳＩＮＲ及び前記第２の補償されたＳＩＮＲを生成する、ようにさら
に構成される、
　請求項３８～４０のいずれかに記載のユーザ機器（２２２）。
【請求項４５】
　前記第１の受信回路（８０２）は、第７の電力レベル値、８の電力レベル値及び第９の
電力レベル値を受信するようにさらに構成され、前記第７の電力レベル値は、前記第１の
タイプの前記サブフレームについての前記第１のオフセット値を暗黙的に含み、前記第７
の電力レベル値、前記８の電力レベル値及び前記第９の電力レベル値は、第２のタイプの
サブフレームについての前記第２のオフセット値を暗黙的に含み、
　前記生成回路（８０３）は、受信された前記第７の電力レベル値にさらに基づいて前記
第１の補償されたＳＩＮＲを生成し、及び受信された前記第７の電力レベル値、受信され
た前記８の電力レベル値及び受信された前記第９の電力レベル値にさらに基づいて前記第
２の補償されたＳＩＮＲを生成する、ようにさらに構成される、
　請求項３８～４０のいずれかに記載のユーザ機器（２２２）。
【請求項４６】
　前記無線通信システム（２００）は、少なくとも１つの第２の基地局（２１２）をさら
に含み、前記第１の基地局（２１０）は、ピコ基地局（２１０）であり、前記第２の基地
局（２１２）は、マクロ基地局（２１２）であり、前記第１のタイプの前記サブフレーム
及び前記第２のタイプの前記サブフレームは、第２の基地局（２１２）におけるサブフレ
ームにより干渉される、前記第１の基地局（２１０）における異なるタイプのサブフレー
ムであり、前記第１のタイプのサブフレームは、ＡＢＳ（almost　blank　subframes）又
はＲＰＳＦ（reduced　power　subframes）により干渉されるサブフレームであり、前記
第２のタイプのサブフレームは、非ＡＢＳ又は非ＲＰＳＦにより干渉されるサブフレーム
である、請求項３８～４５に記載のユーザ機器（２２２）。
【請求項４７】
　前記無線通信システム（２００）は、少なくとも１つの第２の基地局（２１２）をさら
に含み、前記第１の基地局（２１０）は、マクロ基地局（２１０）であり、前記第２の基
地局（２１２）は、ピコ基地局（２１２）であり、前記第１のタイプの前記サブフレーム
及び前記第２のタイプの前記サブフレームは、前記第１の基地局（２１０）における異な
るタイプのサブフレームであり、前記第１のタイプの前記サブフレームは、前記第１の基
地局（２１０）におけるＡＢＳ（almost　blank　subframes）又はＲＰＳＦ（reduced　p
ower　subframes）であり、記第２のタイプの前記サブフレームは、前記第１の基地局（
２１０）における非ＡＢＳ又は非ＲＰＳＦである、請求項３８～４５に記載のユーザ機器
（２２２）。
【請求項４８】
　前記チャネル状態情報は、ＣＱＩ（Channel　Quality　Indicator）、ＰＭＩ（Preferr
ed　Matrix　Indicator）及びＲＩ（Rank　Indicator）のうちの少なくとも１つを含み、
　前記計算回路（８０４）は、チャネルの推定、干渉の推定、雑音レベルの推定、生成さ
れた前記第１の補償されたＳＩＮＲ、及び生成された前記第２の補償されたＳＩＮＲのう
ちの１つ以上に基づいて、前記ＣＱＩ、ＰＭＩ及びＲＩを計算する、ように構成される、
　請求項３９～４７のいずれかに記載のユーザ機器（２２２）。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　ここでの実施形態は、一般的に、基地局における方法、ユーザ機器における方法、基地
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局及びユーザ機器に関する。具体的には、実施形態は、無線通信システムにおけるチャネ
ル状態フィードバックの取得及び送信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）は、ＵＭＴＳ（Universal　Mobil
e　Telecommunication　System）及びＬＴＥ（Long　Term　Evolution）の標準化につい
て責任を有する。３ＧＰＰによるＬＴＥについての成果は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Evolved　U
niversal　Terrestrial　Access　Network）とも呼ばれる。ＬＴＥは、ダウンリンク及び
アップリンクの双方において高データレートに到達可能な、高速のパケットベースの通信
を実現するための技術であり、ＵＭＴＳと比較して次世代の移動体通信システムとして考
えられている。
【０００３】
　ＬＴＥでは、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）がダウンリンクにおいて使用される。Ｌ
ＴＥの物理リソースは時間－周波数グリッドとして理解されてよく、各リソースエレメン
ト、即ちグリッド内の各矩形は、１つのＯＦＤＭシンボル間隔の期間中の１本のＯＦＤＭ
サブキャリアに相当する。ＬＴＥにおけるリソース割当ては、リソースブロック（ＲＢ）
を単位として記述され、サブフレームは、リソースブロックのペア、即ち２つの時間的に
連続するリソースブロック、を含む。サブフレームの制御領域（control　region）は、
例えば、ダウンリンクスケジューリング割り当て及びアップリンクスケジューリング許可
といった制御情報が送信される、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を含む。
データ領域では、データは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上で送信され
る
【０００４】
　時間－周波数グリッド内のリソースエレメントのいくつかは、既知のシンボルであるリ
ファレンスシンボルを送信するために使用され、リファレンスシンボルは、受信機によっ
てコヒーレント復調を実行する目的でチャネル推定のために使用され得る。リファレンス
信号とも呼ばれ得るリファレンスシンボルは、モビリティ測定のため、及びユーザ機器に
より実行されるアップリンク電力制御のためにも使用される。ＬＴＥでは、セル固有のリ
ファレンスシンボル、即ち共通リファレンス信号（ＣＲＳ）が全てのダウンリンクサブフ
レーム内で送信される。ＣＲＳは、セル内の全てのユーザ機器にとって共通であるため、
ＣＲＳの送信は、容易には個々のユーザ機器のニーズに合うように適合され得ない。ＬＴ
Ｅリリース１０の時点で、ＰＤＳＣＨの復調のための別個のユーザ機器固有のリファレン
ス信号と、ユーザ機器からのチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックの目的でのチャ
ネルの測定のための別個のリファレンス信号と、を伴う新たなリファレンス信号のコンセ
プトが導入された。ユーザ機器からのチャネル状態情報フィードバックの目的でのチャネ
ルの測定のためのリファレンス信号は、チャネル状態情報リファレンス信号（ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ）と呼ばれる。ＣＳＩ－ＲＳは、毎サブフレーム送信されるのではなく、概して、復調
のために使用されるリファレンス信号よりも時間及び周波数において疎らである。ＣＳＩ
－ＲＳの送信は、無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成される周期性パラメータ及び
ＲＲＣによって構成されるサブフレームオフセットに従って、５個、１０個、２０個、４
０個又は８０個のサブフレームごとに生じ得る。
【０００５】
　無線ネットワークにおいてより高いデータレートについての需要は増加しつつあり、そ
うしたネットワークの開発者にチャレンジを課している。より高いデータレートについて
の要件を満たすための１つのアプローチは、ヘテロジーニアスネットワーク（ＨｅｔＮｅ
ｔ）、即ち、例えば異なる送信電力で動作する複数の基地局といったノード群を含むネッ
トワークを配備することである。高い送信電力で動作する基地局は、ここでマクロ基地局
と記述され、より低い送信電力で動作する基地局は、ここではピコ基地局と記述される。
ＨｅｔＮｅｔは、よって、マクロセルのレイアウトにわたってピコ基地局が配置されるよ
うな配備を含む。低い送信電力で動作している基地局のセルは、例えば、ピコセル若しく
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はクローズド加入者グループ（ＣＳＧ）セル又はマイクロセルのいずれかであり得る。
【０００６】
　ユーザ機器におるセル選択は、典型的には、様々な基地局の送信電力の影響を含むダウ
ンリンクの受信電力に基づく。これは、ピコ基地局に向けたパスロスがより低いのだがマ
クロ基地局がそのより高い送信電力に起因して依然として選択されるという、ピコ基地局
の周囲を囲む“インバランスエリア（imbalance　area）”につながる。送信電力が同じ
であるアップリンク方向では、ユーザ機器は、そのエリア内でもピコ基地局へ接続される
方がよいであろう。ピコ基地局の送信電力を増加させることによって、ピコ基地局のセル
サイズを増加させることはできる。しかしながら、そのようにすることは、基地局のコス
ト及びサイズに影響し、そしてサイトの可用性を制限する。ピコ基地局のレンジを、ピコ
基地局の選択を優遇するセル選択オフセットを用いることによって拡大することもできる
。これは、最良の基地局、即ちピコ基地局においてアップリンク信号が受信されることに
つながり、マクロの負荷をより大きく引き下げる（offloads）。これらの恩恵は、しかし
ながら、ピコセルの境界上のユーザについてのマクロ基地局からのより高いダウンリンク
干渉を代償として、もたらされる。
【０００７】
　よって、ＨｅｔＮｅｔでは、セル間干渉協調（ＩＣＩＣ）についての解決策が特に重要
である。１つのアプローチは、マクロレイヤ及びピコレイヤからの送信を時間において分
離することであり、時間ドメインＩＣＩＣと呼ばれることがある。これは、あるサブフレ
ームにおいて与干渉側の（interfering）マクロ基地局を静寂化（silence）することによ
り達成され得る。ＬＴＥリリース１０は、いくつかの物理チャネル上で送信電力を低減し
若しくは送信電力を無しとし、又はアクティビティを低減するサブフレームである、ＡＢ
Ｓ（Almost　Blank　Subframes）を導入した。低減されたダウンリンク送信電力を伴うＡ
ＢＳは、ＲＰＳＦ（Reduced　Power　SubFrames）とも呼ばれ得る。それでも、基地局は
、ユーザ機器に向けた後方互換性を保証するために、必要な制御チャネル及び物理信号並
びにシステム情報をＡＢＳにおいて送信し得る。その代わりに、ＡＢＳにおいてこれら信
号を送信する必要性は、ＡＢＳパターンの慎重な選択によって回避され得る。ＡＢＳ及び
ＲＰＳＦは、よって、制御チャネルの信頼し得る送信とピコセルの境界付近のユーザ機器
へのＰＤＳＣＨの効率的な送信とを保証する目的において関係性を有する。ＡＢＳが構成
される場合、マクロセル及びピコセルの配備は、運用者によって統合的に計画され、セル
は時間合わせされる（time-aligned）。ピコセルは、局所的に拡張されたキャパシティ又
は改善された屋内のカバレッジを提供することができる。
【０００８】
　ＨｅｔＮｅｔでは、マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳ
ＦＮ）ＡＢＳ及び非ＭＢＳＦＮ　ＡＢＳという２つのＡＢＳの設定があり、双方ともネッ
トワークの計画後に事業者によって構成され、双方の構成がここで説明される実施形態に
適用可能である。復調及びチャネル品質の監視を支援するためのチャネルインパルス応答
を推定し及び測定するために、ダウンリンクリファレンス信号が使用されてもよい。ダウ
ンリンクリファレンス信号は、セル固有リファレンス信号、即ち、ここではＣＲＳ又はＣ
ＳＩ－ＲＳのいずれかであると見なされる。マクロセル及びピコセルを伴うＨｅｔＮｅｔ
の配備において、いずれのセル内のリファレンス信号も衝突型の（colliding）リファレ
ンス信号又は非衝突型のリファレンス信号として構成され、これは、ピコセルにおけるリ
ファレンス信号がマクロセルにおけるリファレンス信号と衝突し又は衝突しないことを意
味する。異なるセルにおけるＣＲＳが同じ時間周波数グリッド内にある場合、ＣＲＳが衝
突している（colliding）とされる。
【０００９】
　ＨｅｔＮｅｔでは、ピコセルの境界付近にいる当該ピコセル内のユーザ機器にとって、
マクロのリファレンス信号の強度は、ピコのリファレンス信号のそれよりも格段に強いか
もしれない。一例として、ＬＴＥリリース１０においてマクロのリファレンス信号の強度
はピコのリファレンス信号の強度よりも約０～６ｄＢ強く、ＬＴＥリリース１１では約６
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～１２ｄＢ強い。制御チャネルの信頼し得る送信及びＰＤＳＣＨの効率的な送信を確保す
るために、ピコセルの境界に近いユーザ機器について、３ＧＰＰ　ＴＳ３６．４２３（バ
ージョン１０．２．０及びセクション９．２．５４）では、マクロセルにおいてＡＢＳが
構成され、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＳＨ）、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）
，セカンド同期信号（ＳＳＳ）及びリファレンス信号のみが送信され、他のデータチャネ
ルは送信されない。よって、ＡＢＳでは、ピコセルの境界付近にいるユーザ機器はデータ
チャネルについて低いマクロ干渉を経験し、逆に非ＡＢＳでは、非常に高いマクロ干渉を
経験する。一方で、ピコセルの中央付近にいるユーザ機器について、マクロ信号はピコ信
号との比較において常に相対的に低く、よってピコセルの中央付近のユーザ機器について
干渉は常に低い。図１に、干渉レベルとＡＢＳとの間の関係の一例が示されている。図１
に例示したように、マクロ基地局（マクロｅＮＢ）は、ＡＢＳ及び非ＡＢＳを有し得る。
図１においてピコＵＥ１として例示されている、ピコセルの境界付近のユーザ機器は、マ
クロｅＮＢにおけるＡＢＳであるサブフレームに対応するサブフレームにおいて、低いマ
クロ干渉を経験する。ピコＵＥ１は、マクロｅＮＢにおける非ＡＢＳであるサブフレーム
に対応するサブフレームにおいて、高いマクロ干渉を経験する。図１においてピコＵＥ２
として例示されている、ピコセルの中央付近のユーザ機器は、全てのサブフレームにおい
て低いマクロ干渉を経験する。
【００１０】
　ＨｅｔＮｅｔにおいてピコセル内のユーザ機器により経験される干渉レベルはマクロＡ
ＢＳから来るのかマクロ非ＡＢＳから来るのかで異なり得ることから、サブフレームにつ
いてユーザ機器において測定されるチャネル状態情報は同じではないはずであり、これは
チャネル状態情報の計算において全てのサブフレームにわたる平均化が忌避されるべきで
あることを意味する。チャネル状態情報は、ＣＱＩ（Channel　Quality　Indicator）、
ＰＭＩ（Preferred　Matrix　Indicator）及びＲＩ（Rank　Indicator）のうちの１つ以
上を含み得る。これは、３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１１（バージョン１０．０．０及びセク
ション６．１０）で議論されており、２つのサブフレームセットＣＳＩ＿０及びＣＳＩ＿
１が測定のためにユーザ機器へシグナリングされる。各サブフレームセットについて測定
及びフィードバックは独立して遂行される。図１に例示したように、第１のサブフレーム
セットＣＳＩ＿０はマクロＡＢＳに時間合わせされた、即ちマクロのＡＢＳにより干渉さ
れるサブフレームを測定し、第２のサブフレームセットＣＳＩ＿１はマクロの非ＡＢＳに
時間合わせされた、即ちマクロＡＢＳにより干渉されるサブフレームを測定し得る。Ｈｅ
ｔＮｅｔ内のマクロセルにおいて、当該マクロセル内のユーザ機器により経験される受信
電力及び／又は干渉レベルは、マクロＲＰＳＦから来るのかマクロ非ＲＰＳＦから来るの
かで異なり得る。結果として、それらサブフレームについてユーザ機器において測定され
るチャネル状態情報は同じではないはずであり、よって、２つのサブフレームセットＣＳ
Ｉ＿０及びＣＳＩ＿１についての測定及びフィードバックは独立的に遂行される。ＣＳＩ
＿０はより低い電力を有するマクロのサブフレームのセットに対応し、ＣＳＩ＿１はより
高い電力を有するマクロのサブフレームのセットに対応する。
【００１１】
　各ＣＳＩサブフレームについてユーザ機器にて測定及びフィードバックが別個に行われ
るとしても、未解決の干渉の問題が依然として存在する。その問題とは、リファレンス信
号のリソースエレメント（ＲＥ）から測定された干渉が、ＣＳＩ＿０サブフレーム及びＣ
ＳＩ＿１サブフレームの双方について、データシンボル内のＰＤＳＣＨ　ＲＥにより経験
される干渉と異なる、という点である。この干渉における相違は、干渉ミスマッチの問題
を引き起こす。干渉ミスマッチの問題は、チャネル状態情報を計算するためにリファレン
ス信号のＲＥを使用するユーザ機器が正確なチャネル状態情報を導出しない、という結果
をもたらす。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
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　従って、ここでの実施形態の目的は、通信システムにおいてより高いスペクトル効率と
共により信頼性のある通信を達成することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　ここでの実施形態の第１の観点によれば、上記目的は、ユーザ機器からチャネル状態情
報を取得するための第１の基地局における方法により達成される。当該第１の基地局は、
無線通信システムに含まれる。当該無線通信システムは、上記ユーザ機器をさらに含む。
第１の基地局は、第１のチャネル情報に基づいて、第１のサブフレームのセットについて
第１のオフセット値を推定する。第１の基地局は、さらに、第２のチャネル情報に基づい
て、第２のサブフレームのセットについて第２のオフセット値を推定する。上記第１のサ
ブフレームのセットのサブフレームは第１のタイプであり、上記第２のサブフレームのセ
ットのサブフレームは第２のタイプである。第１の基地局は、上記ユーザ機器へ、推定し
た上記第１のオフセット値及び推定した上記第２のオフセット値を送信する。そして、第
１の基地局は、上記ユーザ機器からチャネル状態情報を取得する。当該チャネル状態情報
は、送信された、推定した上記第１のオフセット値及び推定した上記第２のオフセット値
に基づいている。当該チャネル状態情報は、上記第１の基地局において送信のために使用
されることとなる。
【００１４】
　ここでの実施形態の第２の観点によれば、上記目的は、第１の基地局へチャネル状態情
報を送信するためのユーザ機器における方法により達成される。当該ユーザ機器は、無線
通信システムに含まれる。当該無線通信システムは、上記第１の基地局をさらに含む。上
記ユーザ機器は、第１のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号に基づいて、
第１の信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）を推定する。上記ユーザ機器は、さらに、第２
のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号に基づいて、第２のＳＩＮＲを推定
する。上記ユーザ機器は、上記第１の基地局から、上記第１のタイプのサブフレームにつ
いての第１のオフセット値及びサブフレームの上記第２のタイプについての第２のオフセ
ット値を受信する。上記ユーザ機器は、推定した上記第１のＳＩＮＲ及び受信した上記第
１のオフセット値に基づいて、第１の補償されたＳＩＮＲを生成し、及び、推定した上記
第２のＳＩＮＲ及び受信した上記第２のオフセット値に基づいて、第２の補償されたＳＩ
ＮＲを生成する。上記ユーザ機器は、さらに、生成した上記第１の補償されたＳＩＮＲ及
び生成した上記第２の補償されたＳＩＮＲに基づいて、チャネル状態情報を計算する。そ
して、上記ユーザ機器は、計算した上記チャネル状態情報を上記第１の基地局へ送信する
。
【００１５】
　ここでの実施形態の第３の観点によれば、上記目的は、ユーザ機器からチャネル状態情
報を取得するように構成される第１の基地局により達成される。当該第１の基地局は、無
線通信システムに含まれる。当該無線通信システムは、上記ユーザ機器をさらに含む。上
記第１の基地局は、第１のチャネル情報に基づいて第１のサブフレームのセットについて
第１のオフセット値を推定し、及び、第２のチャネル情報に基づいて第２のサブフレーム
のセットについて第２のオフセット値を推定する、ように構成される推定回路、を備える
。上記第１のサブフレームのセットのサブフレームは第１のタイプであり、上記第２のサ
ブフレームのセットのサブフレームは第２のタイプである。上記第１の基地局は、上記ユ
ーザ機器へ、上記第１のサブフレームのセットについての推定された上記第１のオフセッ
ト値及び上記第２のサブフレームのセットについての推定された上記第２のオフセット値
を送信するように構成される第１の送信回路、をさらに備える。上記第１の基地局は、上
記ユーザ機器からチャネル状態情報を取得するように構成される第１の受信回路、をさら
に備える。上記チャネル状態情報は、送信された、推定された上記第１のオフセット値及
び推定された上記第２のオフセット値に基づいており、上記チャネル状態情報は、上記第
１の基地局において送信のために使用されることとなる。
【００１６】
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　ここでの実施形態の第４の観点によれば、上記目的は、第１の基地局へチャネル状態情
報を送信するように構成されるユーザ機器により達成される。当該ユーザ機器は、無線通
信システムに含まる。当該無線通信システムは、上記第１の基地局をさらに含む。上記ユ
ーザ機器は、第１のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号に基づいて、第１
の信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）を推定し、第２のタイプのサブフレームについての
リファレンス信号に基づいて、第２の信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）を推定する、よ
うに構成される推定回路、を備える。上記ユーザ機器は、上記第１の基地局から、第１の
タイプのサブフレームについての第１のオフセット値を受信し及びサブフレームの第２の
タイプについての第２のオフセット値を受信する、ように構成される第１の受信回路、を
さらに備える。上記ユーザ機器は、推定された上記第１のＳＩＮＲ及び受信された上記第
１のオフセット値に基づいて、第１の補償されたＳＩＮＲを生成し、及び推定された上記
第２のＳＩＮＲ及び受信された上記第２のオフセット値に基づいて、第２の補償されたＳ
ＩＮＲを生成する、ように構成される生成回路、をさらに備える。上記ユーザ機器は、生
成された上記第１の補償されたＳＩＮＲ及び生成された上記第２の補償されたＳＩＮＲに
基づいて、チャネル状態情報を計算するように構成される計算回路、をさらに備える。上
記ユーザ機器は、計算された上記チャネル状態情報を上記第１の基地局へ送信するように
構成される送信回路、をさらに備える。
【発明の効果】
【００１７】
　計算されるチャネル状態情報は第１のオフセット値及び第２のオフセット値の双方に基
づくため、より正確なチャネル状態情報が計算される。より正確なチャネル状態情報は、
第１の基地局において、無線通信システム内の１つ以上の送信信号をその時点のチャネル
条件に適合させるために使用される。よって、より正確なチャネル状態情報を計算するこ
とにより、無線通信システムにおけるより高いスペクトル効率と共に信頼し得る通信が達
成される。
【００１８】
　ここで説明される実施形態による利点は、チャネル状態情報がＡＢＳ（Almost　Blank
　Subframes）及び非ＡＢＳの双方において良好に測定され及び補償され得ることである
。
【００１９】
　ここで説明される実施形態による他の利点は、ネットワーク性能が有意に改善し得るこ
とである。正確なチャネル状態情報によって、チャネルに適合するように最適化された変
調符号化方式を選択することができ、より多いチャネルキャパシティを獲得することがで
きる。さらに、正確なチャネル状態情報によって、より正確なスケジューリングを用いる
ことができる。よって、ネットワーク性能は有意に改善し得る。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
　ここでの実施形態の例は、次の添付図面を参照しながらより詳細に説明される。
【００２１】
【図１】様々なサブフレームにおける干渉の一例を示す図である。
【図２】無線通信システム内の実施形態を示す概略ブロック図である。
【図３】シグナリング図及びフローチャートの組合せである。
【図４】基地局における方法の実施形態を説明するフローチャートである。
【図５】ユーザ機器における方法の実施形態を説明するフローチャートである。
【図６】基地局における方法のステップ群の実施形態を説明するフローチャートである。
【図７】基地局を示すブロック図である。
【図８】ユーザ機器を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下の非限定的な説明において実施形態が例示されるであろう。
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【００２３】
　図２は、ここでの実施形態が実装され得る、ＨｅｔＮｅｔ２００といった無線通信シス
テム２００を描いている。無線通信システム２００は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ、ＷｉＭＡＸ又は
他の何らかの類似の技術といった様々な技術のために構成されてよい。
【００２４】
　無線通信システム２００は、第１の基地局２１０を含む。第１の基地局２１０は、第１
のセル２０２へサービスしている無線基地局である。無線通信システム２００は、いくつ
かの実施形態において、第２の基地局２１２をさらに含み得る。第２の基地局２１２は、
第２のセル２０４へサービスしている無線基地局である。この例において、第１の基地局
２１０及び第２の基地局２１２は、例えばｅＮＢ、ｅＮｏｄｅＢ若しくはホームＮｏｄｅ
Ｂ、ホームｅＮｏｄｅＢ、ＷｉＭＡＸ基地局、又は、無線通信システム２００内のマシン
タイプ通信デバイスのユーザ機器へサービスを提供可能な他の任意のネットワークユニッ
ト、であり得る無線ネットワークノードである。第１の基地局２１０は、例えば、高い送
信電力で動作する基地局であっても低い送信電力で動作する基地局であってもよい。第２
の基地局もまた、例えば、高い送信電力で動作する基地局であっても低い送信電力で動作
する基地局であってもよい。高い送信電力で動作する基地局は、ここではマクロ基地局と
呼ばれるが、加害側（aggressor）基地局又は高電力基地局といった他の用語で言及され
てもよい。より低い送信電力で動作する基地局は、ここではピコ基地局と呼ばれるが、マ
イクロ、低電力、被害側（victim）又はフェムト基地局といった他の用語で言及されても
よい。ピコ基地局は、さらに、スタンドアローン基地局、リレー、又はＲＲＨ（Remote　
Radio　Head）ともいう遠隔無線ユニット（ＲＲＵ）という用語によって言及されてもよ
い。第１の基地局２１０は、例えば、ピコ基地局又はマクロ基地局であり得る。第２の基
地局２１２もまた、例えば、ピコ基地局又はマクロ基地局であり得る。
【００２５】
　第１のセル２０２内には１つ以上のユーザ機器２２２が位置し、第２のセル２０４内に
は１つ以上のユーザ機器２２４が位置する。第１の基地局２１０によりサービスされるセ
ル２０２内にユーザ機器２２２が存在する場合に、ユーザ機器２２２は、無線リンク上で
第１の基地局２１０を介して無線通信システム２００の範囲内で通信するように構成され
る。第２の基地局２１２によりサービスされるセル２０４内にユーザ機器２２４が存在す
る場合に、ユーザ機器２２４は、無線リンク上で第２の基地局２１２を介して無線通信シ
ステム２００の範囲内で通信するように構成される。ユーザ機器２２２、２２４は、例え
ば、無線ケイパビリティを有する、移動端末若しくは無線端末、携帯電話、デバイス、ラ
ップトップ、ＰＤＡ（Personal　Digital　Assistant）若しくはサーフプレートというこ
ともあるタブレットコンピュータ、又は無線通信システム２００において無線リンク上で
通信可能な他の任意の無線ネットワークユニットであってよい。
【００２６】
　ここでの実施形態を展開する一部として、まず問題が識別され議論されるであろう。検
知されてきたのは、第１の基地局２１０において、第１のタイプのサブフレーム及び第２
のタイプのサブフレームの双方について、リファレンス信号のＲＥで測定される干渉レベ
ル及び／又は所望信号の受信電力が、ＰＤＳＣＨのＲＥで測定されるそれとマッチしない
（mismatch）ことである。リファレンス信号のＲＥとＰＤＳＣＨのＲＥとの間のミスマッ
チのレベルは、第１のタイプのサブフレーム及び第２のタイプのサブフレームについて有
意に異なる。第１のタイプのサブフレームは、ＡＢＳによって干渉されるサブフレームで
あってよく、第２のタイプのサブフレームは、非ＡＢＳによって干渉されるサブフレーム
であってよい。それはまた、リファレンス信号が衝突型の共通リファレンス信号（ＣＲＳ
）、非衝突型のＣＲＳ、又はチャネル状態情報リファレンス信号（ＣＳＩ－ＲＳ）である
のかにも依存して異なる。
【００２７】
　第１の基地局２１０における干渉のミスマッチをハンドリングするために、より正確な
チャネル状態情報のフィードバックがユーザ機器２２２から取得される必要がある。ここ



(18) JP 2015-511441 A 2015.4.16

10

20

30

40

50

で説明する実施形態によって、これが達成される。例えば、第１の基地局は、第１のオフ
セット値及び第２のオフセット値を計算する。その２つのオフセット値は、ユーザ機器２
２２へ送信され、第１のタイプのサブフレーム及び第２のタイプのサブフレームについて
の干渉における差異及び／又は受信信号電力における差異を考慮に入れて、ユーザ機器が
サブフレームの各セットについてチャネル状態情報を計算すること、を可能とし得る。基
地局は、２つのオフセット値に基づくチャネル状態情報を取得し、よってより正確なチャ
ネル状態情報のフィードバックが獲得される。
【００２８】
　次に、図３に描かれたシグナリング図及びフローチャートの組合せを参照しながら、チ
ャネル状態情報を取得するための方法の実施形態について説明する。当該方法の実施形態
は、他の適した順序で遂行されてもよい以下のアクションを含み、以下に説明される。
【００２９】
　［アクション３０１］
　第１の基地局２１０は、２つのオフセット値、即ち第１のサブフレームのセットについ
ての第１のオフセット値及び第２のサブフレームのセットについての第２のオフセット値
を推定する。２つのオフセット値は、リファレンス信号のＲＥで測定される第１の信号対
干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）とＰＤＳＣＨのＲＥで測定される第２のＳＩＮＲとの間の比
率差（ratio　difference）を推定することにより推定され得る。ＳＩＮＲは、無線接続
の品質を測定する手法として無線通信システムで使用される。比率差は、サブフレームの
異なるセットでの干渉における差異、及び／又はサブフレームの異なるセットでの受信信
号電力における差異を示し得る。２つのオフセット値は、干渉における差異及び／又は受
信信号電力における差異を考慮に入れてユーザ機器２２２がサブフレームの各セットにつ
いてチャネル状態情報を計算することを可能とし得る。第１のサブフレームのセットのサ
ブフレームは、第１のタイプであり、第２のサブフレームのセットのサブフレームは、第
２のタイプである。２つのオフセット値の推定は、それぞれ第１のチャネル情報に及び第
２のチャネル情報に基づく。第１のチャネル情報及び第２のチャネル情報は、同じであっ
ても異なるチャネル情報であってもよい。第１及び第２のチャネル情報は、負荷情報、位
置情報、アウターループリンク適応動作の統計、リファレンス信号値、及び他のチャネル
情報、のうちの１つ以上を含み得る。いくつかの実施形態において、第１及び第２のチャ
ネル情報は、ユーザ機器２２２から過去に受信されているかもしれない。第１のオフセッ
ト値及び第２のオフセット値がいかに推定されるかは、後にさらに説明されるであろう。
第１のタイプのサブフレーム及び第２のタイプのサブフレームがいかに判定されるかもま
た、後にさらに説明されるであろう。
【００３０】
　［アクション３０２］
　ユーザ機器２２２は、リファレンス信号に基づいて、信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ
）を推定する。これは、ユーザ機器２２２が第１のタイプのサブフレームについてのリフ
ァレンス信号に基づいて第１のＳＩＮＲを、及び第２のタイプのサブフレームについての
リファレンス信号に基づいて第２のＳＩＮＲを推定することを意味する。いかにＳＩＮＲ
が推定されるかは、後にさらに説明されるであろう。ＳＩＮＲは、ユーザ機器２２２が以
下のアクション３０５において説明されるチャネル状態情報を計算することを可能とする
ために推定される。第１のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号及び第２の
タイプのサブフレームについてのリファレンス信号は、チャネルインパルス応答、干渉、
及び雑音レベルのうちの１つ以上を推定するために使用され得る。リファレンス信号を用
いることにより通信チャネルについてチャネルインパルス応答、干渉、及び雑音レベルが
推定され、チャネルの品質が判定されてよい。いくつかの実施形態において、第１のＳＩ
ＮＲ及び第２のＳＩＮＲを推定するために、推定されたチャネルインパルス応答、干渉、
及び雑音レベルのうちの上記１つ以上が使用され得る。いくつかの実施形態において、リ
ファレンス信号は、ＣＲＳ又はＣＳＩ－ＲＳであり得る。いくつかの実施形態において、
リファレンス信号は、第１の基地局２１０から過去に受信されているかもしれない。
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【００３１】
　［アクション３０３］
　第１の基地局２１０は、複数のオフセット値、即ち第１のオフセット値及び第２のオフ
セット値を送信し、それらはユーザ機器２２２により受信される。第１の基地局２１０は
、サブフレームの異なるセットでの干渉及び／若しくは所望信号の受信電力における差異
、並びに／又はサブフレームの異なるセットでの受信信号電力における差異を示すために
、それらオフセット値を送信し得る。これらオフセット値は、以下のアクション３０５に
おけるチャネル状態情報の計算の際に使用される。
【００３２】
　［アクション３０４］
　ユーザ機器２２２は、２つの補償されたＳＩＮＲ、即ち第１の補償されたＳＩＮＲ及び
第２の補償されたＳＩＮＲを生成する。第１の補償されたＳＩＮＲは、アクション３０２
において推定された第１のＳＩＮＲに基づいて、及びアクション３０３において受信され
た第１のオフセット値に基づいて生成される。第２の補償されたＳＩＮＲは、アクション
３０２において推定された第２のＳＩＮＲに基づいて、及びアクション３０３において受
信された第２のオフセット値に基づいて生成される。補償されたＳＩＮＲがいかに生成さ
れ得るかは、後にさらに説明されるであろう。ユーザ機器２２２は、以下のアクション３
０５においてチャネル状態情報をより正確に計算することが可能となるように、２つの補
償されたＳＩＮＲを生成する。
【００３３】
　［アクション３０５］
　ユーザ機器２２２は、さらに、アクション３０４において生成された第１の補償された
ＳＩＮＲ及びアクション３０４において生成された第２の補償されたＳＩＮＲに基づいて
、チャネル状態情報を計算する。チャネル状態情報は、第１の基地局２１０が適切な送信
フォーマット及び適切な送信方式を選択することを支援するために、よって無線通信シス
テム２００におけるより高いスペクトル効率と共により信頼し得る通信を達成するために
計算される。チャネル状態情報は、ＣＱＩ、ＰＭＩ及びＲＩのうちの１つ以上を含み得る
。ＣＱＩ、ＰＭＩ及び／又はＲＩは、アクション３０４において生成された第１の補償さ
れたＳＩＮＲ、アクション３０４において生成された第２の補償されたＳＩＮＲ、アクシ
ョン３０２において推定された推定チャネルインパルス応答、アクション３０２において
推定された干渉、及びアクション３０２において推定された雑音レベル、のうちの１つ以
上に基づいて推定され得る。推定チャネルインパルス応答、干渉、及び／又は雑音レベル
は、第１のタイプ及び第２のタイプについてのリファレンス信号に基づいて推定され得る
。チャネル状態情報、ＣＱＩ、ＰＭＩ及びＲＩがいかに計算され得るかは、後にさらに説
明されるであろう。
【００３４】
　［アクション３０６］
　ユーザ機器２２２は、アクション３０５において計算されたチャネル状態情報を第１の
基地局２１０へ送信し、それによりチャネル状態情報は第１の基地局２１０によって取得
される。次に、第１の基地局２１０は、第１の基地局２１０における伝送のために当該チ
ャネル状態情報を使用し得る。チャネル状態情報は、第１の基地局２１０が適切な（suit
able）送信フォーマット及び適切な送信方式を選択することを支援し得る。適切な送信フ
ォーマット及び適切な送信方式との用語は、妥当な（appropriate）送信フォーマット及
び妥当な送信方式として言及されてもよい。その妥当な及び／又は適切な送信フォーマッ
ト及び送信方式は、送信信号及びＣＳＩに依存して第１の基地局２１０によって判定され
る。チャネル状態情報は、よって、スペクトル効率を効率的に利用し、よって無線通信シ
ステム２００におけるより高いスペクトル効率と共により信頼し得る通信を達成するため
に使用され得る。
【００３５】
　次に、図４に描かれたフローチャートを参照しながら、第１の基地局２１０の視点から
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見た場合の、ユーザ機器２２２からチャネル状態情報を取得するための方法について説明
する。上で言及したように、第１の基地局２１０は無線通信システム２００に含まれ、無
線通信システム２００はユーザ機器２２２をさらに含む。本方法は、他の任意の適した順
序で遂行されてもよい以下のアクションを含み、以下に説明される。いくつかの実施形態
においてのみ実行されるアクションは、破線のボックスでマーク付けされている。
【００３６】
　［アクション４０１］
　いくつかの実施形態において、無線通信システム２００は、少なくとも１つの第２の基
地局２１２をさらに含む。それら実施形態において、第１の基地局２１０は、ユーザ機器
２２２からチャネル情報を受信する。チャネル情報は、第１の基地局２１０についてのリ
ファレンス信号値、及び第２の基地局２１２についての第２のリファレンス信号値を含み
得る。チャネル情報は、第１のチャネル情報及び第２のチャネル情報の双方として使用さ
れてもよい。リファレンス信号値は、リファレンス信号受信電力（ＲＳＲＰ）であっても
よい。ＲＳＲＰ値は、第１の基地局２１０又は第２の基地局２１２についてのリファレン
ス信号の受信電力を示し得る。
【００３７】
　［アクション４０２］
　いくつかの実施形態において、第１の基地局２１０は、アクション４０１で受信された
第１の基地局２１０についてのリファレンス信号値と、アクション４０１で受信された第
２の基地局２１２についての第２のリファレンス信号値との間の差異を判定する。当該差
異は、以下のアクション４０３及び４０４において、リファレンス信号のＲＥで測定され
る第１のＳＩＮＲとＰＤＳＣＨのＲＥで測定される第２のＳＩＮＲとの間の比率差を推定
する際に使用され得る。
【００３８】
　［アクション４０３］
　第１の基地局２１０は、第１のチャネル情報に基づいて、第１のサブフレームのセット
についての第１のオフセット値を推定する。第１のサブフレームのセットのサブフレーム
は、第１のタイプである。
【００３９】
　いくつかの実施形態において、第１のチャネル情報は、負荷情報、位置情報、アウター
ループリンク適応動作の統計、リファレンス信号値、及び他のチャネル情報、のうちの１
つ以上を含み得る。リファレンス信号値は、ユーザ機器２２２から受信されてもよい。リ
ファレンス信号値は、代替的に、第１の基地局２１０により推定されてもよい。第１のチ
ャネル情報は、以下のアクション４０４における第２のチャネル情報と同一であっても異
なるチャネル情報であってもよい。
【００４０】
　いくつかの実施形態によれば、第１の基地局２１０は、第１のサブフレームのセットに
ついて、リファレンス信号のＲＥで測定される第１のＳＩＮＲとＰＤＳＣＨのＲＥで測定
される第２のＳＩＮＲとの間の比率差を推定することにより、第１のオフセット値を推定
する。当該比率差は、異なるサブフレームのセットでの干渉における差異、及び／又は異
なるサブフレームのセットでの所望信号の受信電力における差異を示し得る。
【００４１】
　いくつかの実施形態において、第１の基地局２１０は、第１のサブフレームのセットに
ついての第１のＳＩＮＲ及び第２のＳＩＮＲの変化を追跡することにより、上記比率差を
推定する。
【００４２】
　いくつかの実施形態によれば、無線通信システム２００は、少なくとも１つの第２の基
地局２１２をさらに含む。それら実施形態において、第１の基地局２１０は第１のピコ基
地局であってよく、第２の基地局２１２はマクロ基地局又は第２のピコ基地局のいずれか
であってよい。第１の基地局２１０は、少なくとも第２の基地局２１２における対応する
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サブフレームの干渉パターンに基づいて第１の基地局２１０におけるサブフレーム群を第
１のタイプへと分割することにより、第１のタイプのサブフレームを判定する。ピコ基地
局は、第２の基地局２１２からバックホールを介して干渉パターンを含む情報を受信し得
る。
【００４３】
　いくつかの実施形態において、無線通信システム２００は、少なくとも１つの第２の基
地局２１２をさらに含む。それら実施形態において、第１の基地局２１０はピコ基地局で
あってよく、第２の基地局２１２はマクロ基地局であってよい。第１のタイプのサブフレ
ームは、第２の基地局２１２におけるＡＢＳ又はＲＰＳＦにより干渉される第１の基地局
２１０におけるサブフレームである。ＡＢＳは、いくつかの物理チャネル上で送信電力の
低減された若しくは送信電力の無い、及び／又はアクティビティの低減されたサブフレー
ムである。ダウンリンク送信電力の低減されたＡＢＳは、ＲＰＳＦとも呼ばれ得る。ピコ
基地局は、第２の基地局２１２からバックホールを介して、第２の基地局２１２における
ＡＢＳ又はＲＰＳＦの構成を含む情報を受信し得る。
【００４４】
　いくつかの実施形態によれば、無線通信システム２００は、少なくとも１つの第２の基
地局２１２をさらに含む。それら実施形態において、第１の基地局２１０はマクロ基地局
であってよく、第２の基地局２１２はピコ基地局であってよい。第１のタイプのサブフレ
ームは、第１の基地局２１０におけるＡＢＳ又はＲＰＳＦである。
【００４５】
　［アクション４０４］
　第１の基地局２１０は、第２のチャネル情報に基づいて、第２のサブフレームのセット
についての第２のオフセット値を推定する。第２のサブフレームのセットのサブフレーム
は、第２のタイプである。
【００４６】
　いくつかの実施形態において、第２のチャネル情報は、負荷情報、位置情報、アウター
ループリンク適応動作の統計、リファレンス信号値、及び他のチャネル情報、のうちの１
つ以上を含み得る。リファレンス信号値は、ユーザ機器２２２から受信されてもよい。リ
ファレンス信号値は、代替的に、第１の基地局２１０により推定されてもよい。第２のチ
ャネル情報は、上のアクション４０３における第１のチャネル情報と同一であっても異な
るチャネル情報であってもよい。
【００４７】
　いくつかの実施形態によれば、第１の基地局２１０は、第２のサブフレームのセットに
ついて、リファレンス信号のＲＥで測定されるＳＩＮＲとＰＤＳＣＨのＲＥで測定される
第２のＳＩＮＲとの間の比率差を推定することにより、第２のオフセット値を推定する。
【００４８】
　いくつかの実施形態において、第１の基地局２１０は、第２のサブフレームのセットに
ついての第１のＳＩＮＲ及び第２のＳＩＮＲの変化を追跡することにより、上記比率差を
推定する。当該比率差は、異なるサブフレームのセットでの干渉における差異、及び／又
は異なるサブフレームのセットでの所望信号の受信電力における差異を示し得る。
【００４９】
　いくつかの実施形態によれば、無線通信システム２００は、少なくとも１つの第２の基
地局２１２をさらに含む。それら実施形態において、第１の基地局２１０は第１のピコ基
地局であってよく、第２の基地局２１２はマクロ基地局又は第２のピコ基地局のいずれか
であってよい。第１の基地局２１０は、少なくとも第２の基地局２１２における対応する
サブフレームの干渉パターンに基づいて第１の基地局２１０におけるサブフレーム群を第
２のタイプへ及び第１のタイプへと分割することにより、第２のタイプのサブフレームを
判定する。ピコ基地局は、第２の基地局２１２からバックホールを介して干渉パターンを
含む情報を受信し得る。
【００５０】
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　いくつかの実施形態において、無線通信システム２００は、少なくとも１つの第２の基
地局２１２をさらに含む。それら実施形態において、第１の基地局２１０はピコ基地局で
あってよく、第２の基地局２１２はマクロ基地局であってよい。第２のタイプのサブフレ
ームは、第２の基地局２１２における非ＡＢＳ又は非ＲＰＳＦにより干渉される第１の基
地局２１０におけるサブフレームである。ピコ基地局は、第２の基地局２１２からバック
ホールを介して、第２の基地局２１２におけるＡＢＳ及び非ＡＢＳ又はＲＰＳＦ及び非Ｒ
ＰＳＦの構成を含む情報を受信し得る。
【００５１】
　代替的に、第１の基地局２１０はマクロ基地局であってもよく、第２の基地局２１２は
ピコ基地局であってもよい。第２のタイプのサブフレームは、第１の基地局２１０におけ
る非ＡＢＳ又は非ＲＰＳＦである。アクション４０３及び４０４は、上述したアクション
３０１に対応する。
【００５２】
　［アクション４０５］
　第１の基地局２１０は、アクション４０３で推定した第１のオフセット値及びアクショ
ン４０４で推定した第２のオフセット値を、ユーザ機器２２２へ送信する。本アクション
は、上述したアクション３０３に対応する。
【００５３】
　いくつかの実施形態において、第１の基地局２１０は、図６に描いたフローチャートを
参照しながら後に説明するアクション６０１、６０２及び６０３をさらに実行する。
【００５４】
　いくつかの実施形態において、第１の基地局２１０は、図６に描いたフローチャートを
参照しながら後に説明するアクション６０４及び６０５をさらに実行する。
【００５５】
　いくつかの実施形態において、第１の基地局２１０は、図６に描いたフローチャートを
参照しながら後に説明するアクション６０６、６０７、６０８及び６０９をさらに実行す
る。
【００５６】
　［アクション４０６］
　第１の基地局２１０は、第１の電力レベル値をユーザ機器２２２へ送信してもよい。第
１の電力レベル値は、双方のサブフレームのセットについて、ＰＤＳＣＨのＲＥの電力レ
ベルとＣＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示し得る。
【００５７】
　第１の基地局２１０は、第１のサブフレームのセットについての第２の電力レベル値と
、第２のサブフレームのセットについての第３の電力レベル値とを、ユーザ機器２２２へ
さらに送信してもよい。第２の電力レベル値は、第１のサブフレームのセットについての
ＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示し
得る。第３の電力レベル値は、第２のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨのＲＥ
の電力レベルとＣＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示し得る。ＰＤＳＣＨ
のＲＥの電力レベルとＣＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比は、無線通信シス
テム２００におけるチャネル情報の構成に従って判定されてよい。電力レベルと共にオフ
セット値をユーザ機器へ送信することにより、干渉のミスマッチ及び送信電力の差異の双
方を、後にアクション５０８において説明されるチャネル状態情報の計算の際に算入し得
る。よって、無線通信システム２００におけるより高いスペクトル効率と共により信頼し
得る通信が達成される。第１の電力レベル値、第２の電力レベル値及び第３の電力レベル
値をいかに判定しうるかは、後にさらに説明される。
【００５８】
　［アクション４０７］
　第１の基地局２１０は、ユーザ機器２２２からチャネル状態情報を取得する。チャネル
状態情報は、推定された第１のオフセット値及び推定された第２のオフセット値に基づく



(23) JP 2015-511441 A 2015.4.16

10

20

30

40

50

。チャネル状態情報は、第１の基地局における伝送のために使用され得る。チャネル状態
情報は、送信信号をその時点のチャネル条件に適合させるために使用され、よって、無線
通信システム２００におけるより高いスペクトル効率と共により信頼し得る通信が達成さ
れる。本アクションは、上述したアクション３０６に対応する。
【００５９】
　次に、図６に描いたフローチャートを参照しながら、上のアクション４０５についてさ
らに説明する。上述したように、第１の基地局２１０は、無線通信システム２００に含ま
れる。無線通信システム２００は、ユーザ機器２２２をさらに含む。本方法は、以下に説
明するものとは別の任意の適した順序で遂行されてもよい以下のアクションを含む。
【００６０】
　［アクション６０１］
　第１の基地局２１０は、第４の電力レベル値を判定する。第４の電力レベル値は、第１
のサブフレームのセットについての、ＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＳＩ－ＲＳのＲ
Ｅの電力レベルとの間の想定される比を示し得る。第４の電力レベル値がいかに判定され
得るかは、後にさらに説明される。
【００６１】
　［アクション６０２］
　第１の基地局２１０は、第５の電力レベル値を判定する。第５の電力レベル値は、第２
のサブフレームのセットについての、ＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＳＩ－ＲＳのＲ
Ｅの電力レベルとの間の想定される比を示し得る。ＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＳ
Ｉ－ＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比は、無線通信システム２００における
チャネル状態情報の構成に従って判定されてもよい。いくつかの実施形態において、第１
の基地局２１０からユーザ機器２２２へＣＳＩ－ＲＳが送信され、１つの目的は、ＰＤＳ
ＣＨについて、最適化された変調符号化方式（ＭＣＳ）及び送信方式を得ることである。
推定される比は、ＣＳＩ－ＲＳとＰＤＳＣＨとの間で電力レベルの差異を補償するために
使用され得る。第５の電力レベル値がいかに判定され得るかは、後にさらに説明される。
【００６２】
　［アクション６０３］
　第１の基地局２１０は、アクション６０１で判定された第４の電力レベル値及びアクシ
ョン６０２で判定された第５の電力レベル値を、ユーザ機器２２２へ送信する。推定され
た第１のオフセット値は第４の電力レベル値によって暗黙的にシグナリングされ、推定さ
れた第２のオフセット値は、第５の電力レベル値によって暗黙的にシグナリングされ得る
。２つのオフセット値を暗黙的に含み得る電力レベルをユーザ機器へ送信することにより
、干渉のミスマッチ及び送信電力の差異の双方を、後にアクション５０８において説明さ
れるチャネル状態情報の計算の際に算入し得る。よって、無線通信システム２００におけ
るより高いスペクトル効率と共により信頼し得る通信が達成される。
【００６３】
　［アクション６０４］
　第１の基地局２１０は、第６の電力レベル値を判定する。第６の電力レベル値は、双方
のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＳＩ－ＲＳのＲＥ
の電力レベルとの間の想定される比を示し得る。想定される比は、上のアクション６０２
において説明したように判定されてよい。第６の電力レベル値がいかに判定され得るかは
、後にさらに説明される。
【００６４】
　［アクション６０５］
　第１の基地局２１０は、アクション６０４で判定した第６の電力レベル値を、ユーザ機
器２２２へ送信する。推定された第１のオフセット値及び推定された第２のオフセット値
は、第６の電力レベル値によって暗黙的にシグナリングされ得る。２つのオフセット値を
暗黙的に含み得る電力レベルをユーザ機器へ送信することにより、干渉のミスマッチ及び
送信電力の差異の双方を、後にアクション５０８において説明されるチャネル状態情報の
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計算の際に算入し得る。よって、無線通信システム２００におけるより高いスペクトル効
率と共により信頼し得る通信が達成される。
【００６５】
　［アクション６０６］
　第１の基地局２１０は、第７の電力レベル値を判定する。第７の電力レベル値は、第１
のサブフレームのセット又は第２のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨのＲＥの
電力レベルとＣＳＩ－ＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示し得る。想定さ
れる比は、上のアクション６０２において説明したように判定されてよい。第７の電力レ
ベル値がいかに判定され得るかは、後にさらに説明される。
【００６６】
　［アクション６０７］
　第１の基地局２１０は、８の電力レベル値を判定する。８の電力レベル値は、第１のサ
ブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＲＳのＲＥの電力レベ
ルとの間の想定される比を示し得る。想定される比は、上のアクション６０２において説
明したように判定されてよい。８の電力レベル値がいかに判定され得るかは、後にさらに
説明される。
【００６７】
　［アクション６０８］
　第１の基地局２１０は、第９の電力レベル値を判定する。第９の電力レベル値は、第２
のサブフレームのセットについてＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＲＳのＲＥの電力レ
ベルとの間の想定される比を示し得る。想定される比は、上のアクション６０２において
説明したように判定されてよい。第９の電力レベル値がいかに判定され得るかは、後にさ
らに説明される。
【００６８】
　［アクション６０９］
　第１の基地局２１０は、アクション６０６で判定した第７の電力レベル値、アクション
６０７で判定した８の電力レベル値及びアクション６０８で判定した第９の電力レベル値
を、ユーザ機器２２２へ送信する。推定された第１のオフセット値は、第７の電力レベル
値によって暗黙的にシグナリングされ、推定された第２のオフセット値は、第７の電力レ
ベル値、８の電力レベル値及び第９の電力レベル値によって暗黙的にシグナリングされ得
る。２つのオフセット値を暗黙的に含み得る電力レベルをユーザ機器へ送信することによ
り、干渉のミスマッチ及び送信電力の差異の双方を、後にアクション５０８において説明
されるチャネル状態情報の計算の際に算入し得る。よって、無線通信システム２００にお
けるより高いスペクトル効率と共により信頼し得る通信が達成される。
【００６９】
　図４及び図６に関連して上で説明したユーザ機器２２２からのチャネル状態情報を取得
するための方法のアクションを実行するために、基地局２１０は、図７に描いた次の構成
を備える。上述したように、第１の基地局２１０は、無線通信システム２００に含まれる
。無線通信システム２００は、ユーザ機器２２２をさらに含む。無線通信システム２００
は、少なくとも第２の基地局２１２をさらに含む。
【００７０】
　第１の基地局２１０は、第１のチャネル情報に基づいて、そのサブフレームが第１のタ
イプである第１のサブフレームのセットについて第１のオフセット値を推定し、第２のチ
ャネル情報に基づいて、そのサブフレームが第２のタイプである第２のサブフレームのセ
ットについて第２のオフセット値を推定する、ように構成される推定回路７０１を備える
。
【００７１】
　第１のチャネル情報及び／又は第２のチャネル情報は、負荷情報、位置情報、アウター
ループリンク適応動作の統計、リファレンス信号値、及び他のチャネル情報、のうちの１
つ以上を含み得る。
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【００７２】
　推定回路７０１は、それぞれ第１のサブフレームのタイプ及び第２のサブフレームのタ
イプについて、リファレンス信号のＲＥで測定される第１のＳＩＮＲとＰＤＳＣＨのＲＥ
で測定される第２のＳＩＮＲとの間の比率差を推定することにより、第１のオフセット値
を推定し及び第２のオフセット値を推定する、ようにさらに構成される。
【００７３】
　上記比率差は、第１のサブフレームのセットについて及び第２のサブフレームのセット
について別々に、第１のＳＩＮＲ及び第２のＳＩＮＲの変化を追跡することにより推定さ
れ得る。
【００７４】
　無線通信システム２００は、少なくとも１つの第２の基地局２１２をさらに含み、第１
の基地局２１０は第１のピコ基地局であってよく、第２の基地局はマクロ基地局又は第２
のピコ基地局のいずれかであってよい。第１のタイプのサブフレーム及び第２のタイプの
サブフレームは、少なくとも第２の基地局２１２における対応するサブフレームの干渉パ
ターンに基づいて第１の基地局２１０におけるサブフレーム群を第１及び第２のタイプへ
と分割することにより決定される。
【００７５】
　第１の基地局２１０はピコ基地局であってよく、第２の基地局２１２はマクロ基地局で
あってもよい。第１のタイプのサブフレームは、第２の基地局２１２におけるＡＢＳ又は
ＲＰＳＦにより干渉される第１の基地局２１０におけるサブフレームであり、第２のタイ
プのサブフレームは、第２の基地局２１２における非ＡＢＳ又は非ＲＰＳＦにより干渉さ
れる第１の基地局２１０におけるサブフレームである。
【００７６】
　第１の基地局２１０はマクロ基地局であってもよく、第２の基地局２１２はピコ基地局
であってもよい。第１のタイプのサブフレームは、第１の基地局２１０におけるＡＢＳ又
はＲＰＳＦであり、第２のタイプのサブフレームは、第１の基地局２１０における非ＡＢ
Ｓ又は非ＲＰＳＦである。
【００７７】
　第１の基地局２１０は、ユーザ機器２２２へ、第１のサブフレームのセットについての
推定された第１のオフセット値及び第２のサブフレームのセットについての推定された第
２のオフセット値を送信するように構成される第１の送信回路７０２、をさらに備える。
【００７８】
　第１の送信回路７０２は、第４の電力レベル値を判定するようにさらに構成されてもよ
い。第４の電力レベル値は、第１のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨのＲＥの
電力レベルとＣＳＩ－ＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示し得る。
【００７９】
　第１の送信回路７０２は、第５の電力レベル値を判定するようにさらに構成されてもよ
い。第５の電力レベル値は、第２のサブフレームのセットについてＰＤＳＣＨのＲＥの電
力レベルとＣＳＩ－ＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示し得る。
【００８０】
　第１の送信回路７０２は、判定された第４の電力レベル値と、判定された第５の電力レ
ベル値とを、ユーザ機器２２２へ送信するようにさらに構成されてもよい。推定された第
１のオフセット値は第４の電力レベル値によって暗黙的にシグナリングされ、推定された
第２のオフセット値は第５の電力レベル値によって暗黙的にシグナリングされ得る。
【００８１】
　第１の送信回路７０２は、第６の電力レベル値を判定するようにさらに構成されてもよ
い。第６の電力レベル値は、双方のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨのＲＥの
電力レベルとＣＳＩ－ＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示し得る。
【００８２】
　第１の送信回路７０２は、判定された第６の電力レベル値を、ユーザ機器２２２へ送信
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するようにさらに構成されてもよい。推定された第１のオフセット値及び推定された第２
のオフセット値は、第６の電力レベル値によって暗黙的にシグナリングされ得る。
【００８３】
　第１の送信回路７０２は、第７の電力レベル値を判定するようにさらに構成されてもよ
い。第７の電力レベル値は、第１のサブフレームのセット又は第２のサブフレームのセッ
トについてのＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＳＩ－ＲＳのＲＥの電力レベルとの間の
想定される比を示し得る。
【００８４】
　第１の送信回路７０２は、８の電力レベル値を判定するようにさらに構成されてもよい
。８の電力レベル値は、第１のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨのＲＥの電力
レベルとＣＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示し得る。
【００８５】
　第１の送信回路７０２は、第９の電力レベル値を判定するようにさらに構成されてもよ
い。第９の電力レベル値は、第２のサブフレームのセットについてＰＤＳＣＨのＲＥの電
力レベルとＣＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示し得る。
【００８６】
　第１の送信回路７０２は、判定された第７の電力レベル値、８の電力レベル値及び第９
の電力レベル値を、ユーザ機器２２２へ送信するようにさらに構成されてもよい。推定さ
れた第１のオフセット値は第７の電力レベル値によって暗黙的にシグナリングされ、推定
された第２のオフセット値は、第７の電力レベル値、８の電力レベル値及び第９の電力レ
ベル値によって暗黙的にシグナリングされ得る。
【００８７】
　第１の基地局２１０は、ユーザ機器２２２からチャネル状態情報を取得するように構成
される第１の受信回路７０３、をさらに備える。チャネル状態情報は、推定された第１の
オフセット値及び推定された第２のオフセット値に基づいてよい。チャネル状態情報は、
第１の基地局２１０において送信のために使用され得る。
【００８８】
　いくつかの実施形態において、第１の基地局２１０は、ユーザ機器２２２からチャネル
情報を受信するように構成される第２の受信回路７０４、をさらに備える。当該チャネル
情報は、第１の基地局２１０についてのリファレンス信号値及び第２の基地局２１２につ
いての第２のリファレンス信号値を含み得る。当該チャネル情報は、第１のチャネル情報
及び第２のチャネル情報の双方として使用されてもよい。リファレンス信号値は、ＲＳＲ
Ｐ値であってもよい。ＲＳＲＰ値は、第１の基地局２１０について及び第２の基地局２１
２についてのリファレンス信号の受信電力を示し得る。
【００８９】
　いくつかの実施形態において、第１の基地局２１０は、第１の基地局２１０についての
リファレンス信号値と第２の基地局２１２についての第２のリファレンス信号値との間の
差異を判定するように構成される判定回路７０５、をさらに備える。当該差異は、リファ
レンス信号のＲＥで測定される第１のＳＩＮＲとＰＤＳＣＨのＲＥで測定される第２のＳ
ＩＮＲとの間の比率差を推定する際に使用され得る。
【００９０】
　いくつかの実施形態において、第１の基地局２１０は、第１の電力レベル値をユーザ機
器２２２へ送信するように構成され得る第２の送信回路７０６、をさらに備える。第１の
電力レベル値は、双方のサブフレームのセットについて、ＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベル
とＣＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示し得る。
【００９１】
　第２の送信回路７０６は、第１のサブフレームのセットについての第２の電力レベル値
と、第２のサブフレームのセットについての第３の電力レベル値とを、ユーザ機器２２２
へ送信するようにさらに構成されてもよい。第２の電力レベル値は、第１のサブフレーム
のセットについてのＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＲＳのＲＥの電力レベルとの間の
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想定される比を示し得る。第３の電力レベル値は、第２のサブフレームのセットについて
のＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示
し得る。
【００９２】
　チャネル状態情報を取得するためのここでの実施形態は、図７に描いた第１の基地局２
１０内のプロセッサ７１０といった１つ以上のプロセッサを通じて、ここでの実施形態の
機能及びアクションを実行するためのコンピュータプログラムコードと共に実装され得る
。上で言及したプログラムコードは、例えば第１の基地局２１０へロードされた際にここ
での実施形態を実行するためのコンピュータプログラムコードを搬送するデータキャリア
の形式の、コンピュータプログラムプロダクトとして提供されてもよい。１つのそうした
キャリアは、ＣＤ　ＲＯＭディスクの形式であり得る。しかしながら、メモリスティック
といった他のデータキャリアでも実現可能である。コンピュータプログラムコードは、さ
らに、サーバ上の純粋なプログラムコードとして提供され、第１の基地局２１０へダウン
ロードされてもよい。
【００９３】
　当業者は、上述した推定回路７０１、第１の送信回路７０２、第１の受信回路７０３、
第２の受信回路７０４、判定回路７０５、及び第２の送信回路７０６が、アナログ回路及
びデジタル回路の組合せに、並びに／又は、例えばメモリ内に記憶される、プロセッサ７
１０といった１つ以上のプロセッサにより実行される際に上述したように動作するソフト
ウェア及び／若しくはファームウェアと共に構成される１つ以上のプロセッサ、への言及
であり得ることも理解するであろう。当業者は、第１の送信回路７０２及び第２の送信回
路７０６が同一の回路で構成されてもよいことも理解し得る。当業者は、第１の受信回路
７０３及び第２の受信回路７０４が同一の回路で構成されてもよいことも理解し得る。そ
れらプロセッサの１つ以上と共に他のデジタルハードウェアは、単一のＡＳＩＣ（applic
ation-specific　integrated　circuit）又はいくつかのプロセッサに含まれてもよく、
個々にパッケージ化されるかシステムオンチップ（ＳｏＣ）へと組み立てられるかによら
ず、多様なデジタルハードウェアが複数の別個のコンポーネントへ分散されてもよい。
【００９４】
　次に、図５に描かれたフローチャートを参照しながら、ユーザ機器２２２の視点から見
た場合の、第１の基地局２１０へチャネル状態情報を送信するための方法について説明す
る。上で言及したように、ユーザ機器２２２は無線通信システム２００に含まれる。無線
通信システム２００は、第１の基地局２１０をさらに含む。本方法は、以下に説明するも
のとは別の任意の適した順序で遂行されてもよい以下のアクションを含む。
【００９５】
　［アクション５０１］
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、第１のタイプのサブフレームにつ
いてのリファレンス信号、及び第２のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号
を第１の基地局２１０から受信する。当該リファレンス信号は、ＣＲＳ又はＣＳＩ－ＲＳ
であってよい。
【００９６】
　［アクション５０２］
　ユーザ機器２２２は、第１のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号に基づ
いて、第１のＳＩＮＲを推定する。
【００９７】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、チャネルインパルス応答、干渉、
及び雑音レベル、のうちの１つ以上を推定するために、第１のタイプのサブフレームにつ
いてのリファレンス信号、及び第２のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号
を使用する。それら実施形態では、ユーザ機器２２２は、チャネルインパルス応答、干渉
及び雑音レベルのうちの１つ以上の推定に基づいて、第１のＳＩＮＲを推定する。
【００９８】
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　［アクション５０３］
　ユーザ機器２２２は、第２のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号に基づ
いて、第２のＳＩＮＲを推定する。
【００９９】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、チャネルインパルス応答、干渉、
及び雑音レベル、のうちの１つ以上を推定するために、第１のタイプのサブフレームにつ
いてのリファレンス信号、及び第２のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号
を使用する。それら実施形態では、ユーザ機器２２２は、チャネルインパルス応答、干渉
及び雑音レベルのうちの１つ以上の推定に基づいて、第２のＳＩＮＲを推定する。
【０１００】
　アクション５０２及び５０３は、上述したアクション３０２に対応する。
【０１０１】
　［アクション５０４］
　ユーザ機器２２２は、第１の基地局２１０から、第１のタイプのサブフレームについて
の第１のオフセット値及びサブフレームの第２のタイプについての第２のオフセット値を
受信する。いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、第４の電力レベル値及び
第５の電力レベル値を受信する。第４の電力レベル値は、第１のタイプのサブフレームに
ついての第１のオフセット値を暗黙的に含み、第５の電力レベル値は、第２のタイプのサ
ブフレームについての第２のオフセット値を暗黙的に含み得る。
【０１０２】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、第６の電力レベル値を受信する。
第６の電力レベル値は、第１のタイプのサブフレームについての第１のオフセット値、及
び第２のタイプのサブフレームについての第２のオフセット値を暗黙的に含み得る。
【０１０３】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、第７の電力レベル値、８の電力レ
ベル値及び第９の電力レベル値を受信する。第７の電力レベル値は、第１のタイプのサブ
フレームについての第１のオフセット値を暗黙的に含み、第７の電力レベル値、８の電力
レベル値及び第９の電力レベル値は、第２のタイプのサブフレームについての第２のオフ
セット値を暗黙的に含み得る。
【０１０４】
　いくつかの実施形態において、無線通信システム２００は、少なくとも１つの第２の基
地局２１２をさらに含む。それら実施形態では、第１の基地局２１０はピコ基地局であっ
てよく、第２の基地局２１２はマクロ基地局であってよい。第１のタイプのサブフレーム
及び第２のタイプのサブフレームは、第１の基地局２１０における異なるタイプのサブフ
レームである。第１の基地局２１０における当該サブフレームは、第２の基地局２１２に
おけるサブフレームにより干渉される。第１のタイプのサブフレームは、ＡＢＳ又はＲＰ
ＳＦにより干渉されるサブフレームであり、第２のタイプのサブフレームは、非ＡＢＳ又
は非ＲＰＳＦにより干渉される。
【０１０５】
　いくつかの実施形態において、無線通信システム２００は、少なくとも１つの第２の基
地局２１２をさらに含んでもよい。それら実施形態では、第１の基地局２１０はマクロ基
地局であってよく、第２の基地局２１２はピコ基地局であってよい。第１のタイプのサブ
フレーム及び第２のタイプのサブフレームは、第１の基地局２１０における異なるタイプ
のサブフレームである。第１のタイプのサブフレームは、第１の基地局２１０におけるＡ
ＢＳ又はＲＰＳＦであり、第２のタイプのサブフレームは、第１の基地局２１０における
非ＡＢＳ又は非ＲＰＳＦである。本アクションは、上述したアクション３０３に対応する
。
【０１０６】
　［アクション５０５］
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、第１の基地局２１０から第１の電
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力レベル値を受信する。
【０１０７】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、第１の基地局２１０から、第１の
タイプのサブフレームについての第２の電力レベル値及び第２のタイプのサブフレームに
ついての第３の電力レベル値を受信する
【０１０８】
　［アクション５０６］
　ユーザ機器２２２は、アクション５０２で推定した第１のＳＩＮＲ及びアクション５０
４で受信した第１のオフセット値に基づいて、第１の補償されたＳＩＮＲを生成する。
【０１０９】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、アクション５０５で受信した第１
の電力レベル値にさらに基づいて、上記第１の補償されたＳＩＮＲを生成する。
【０１１０】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、アクション５０５で受信した第２
の電力レベル値にさらに基づいて、上記第１の補償されたＳＩＮＲを生成する。
【０１１１】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、アクション５０４で受信した第４
の電力レベル値にさらに基づいて、上記第１の補償されたＳＩＮＲを生成する。
【０１１２】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、アクション５０４で受信した第６
の電力レベル値にさらに基づいて、上記第１の補償されたＳＩＮＲを生成する。
【０１１３】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、アクション５０４で受信した第７
の電力レベル値にさらに基づいて、上記第１の補償されたＳＩＮＲを生成する。
【０１１４】
　本アクションは、上述したアクション３０４に対応する。
【０１１５】
　［アクション５０７］
　ユーザ機器２２２は、アクション５０３で推定した第２のＳＩＮＲ及びアクション５０
４で受信した第２のオフセット値に基づいて、第２の補償されたＳＩＮＲを生成する。
【０１１６】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、アクション５０５で受信した第１
の電力レベル値にさらに基づいて、上記第２の補償されたＳＩＮＲを生成する。
【０１１７】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、アクション５０５で受信した第３
の電力レベル値にさらに基づいて、上記第２の補償されたＳＩＮＲを生成する。
【０１１８】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、アクション５０４で受信した第５
の電力レベル値にさらに基づいて、上記第２の補償されたＳＩＮＲを生成する。
【０１１９】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、アクション５０４で受信した第６
の電力レベル値にさらに基づいて、上記第２の補償されたＳＩＮＲを生成する。
【０１２０】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、アクション５０４で受信した第７
の電力レベル値、８の電力レベル値及び第９の電力レベル値にさらに基づいて、上記第２
の補償されたＳＩＮＲを生成する。
【０１２１】
　本アクションは、上述したアクション３０４に対応する。
【０１２２】
　［アクション５０８］
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　ユーザ機器２２２は、アクション５０７において生成した第１の補償されたＳＩＮＲ及
びアクション５０７において生成した第２の補償されたＳＩＮＲに基づいて、チャネル状
態情報を計算する。
【０１２３】
　いくつかの実施形態において、チャネル状態情報は、ＣＱＩ、ＰＭＩ及びＲＩのうちの
少なくとも１つを含み、ユーザ機器２２２は、アクション５０２で推定されるチャネルイ
ンパルス応答、アクション５０２で推定される干渉、アクション５０２で推定される雑音
レベル、アクション５０６で生成される第１の補償されたＳＩＮＲ及びアクション５０６
で生成される第２の補償されたＳＩＮＲ、のうちの１つ以上に基づいて、ＣＱＩ、ＰＭＩ
及びＲＩを計算する。
【０１２４】
　上記計算は第１の補償されたＳＩＮＲ及び第２の補償されたＳＩＮＲに基づくことから
、より精度の高いチャネル状態情報が計算され、よって、無線通信システム２００におけ
るより高いスペクトル効率と共により信頼し得る通信が達成される。
【０１２５】
　本アクションは、上述したアクション３０５に対応する。
【０１２６】
　［アクション５０９］
　ユーザ機器２２２は、アクション５０８で計算したチャネル状態情報を第１の基地局２
１０へ送信する。
【０１２７】
　本アクションは、上述したアクション３０６に対応する。
【０１２８】
　図５に関連して上で説明した第１の基地局２１０へチャネル状態情報を送信するための
方法のアクションを実行するために、ユーザ機器２２２は、図８に描いた次の構成を備え
る。上述したように、ユーザ機器２２２は、無線通信システム２００に含まれる。無線通
信システム２００は、第１の基地局２１０をさらに含む。無線通信システム２００は、少
なくとも第２の基地局２１２をさらに含み得る。
【０１２９】
　ユーザ機器２２２は、第１のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号に基づ
いて第１のＳＩＮＲを推定し、第２のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号
に基づいて第２のＳＩＮＲを推定する、ように構成される推定回路８０１、を備える。
【０１３０】
　第１のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号及び第２のタイプのサブフレ
ームについてのリファレンス信号は、チャネルインパルス応答、干渉、及び雑音レベル、
のうちの１つ以上を推定するために使用されてよく、推定回路８０１は、チャネルインパ
ルス応答、干渉、及び雑音レベルのうちの１つ以上の上記推定に基づいて、第１のＳＩＮ
Ｒ及び第２のＳＩＮＲを推定する、ようにさらに構成され得る。
【０１３１】
　ユーザ機器２２２は、第１の基地局２１０から、第１のタイプのサブフレームについて
の第１のオフセット値を受信し及びサブフレームの第２のタイプについての第２のオフセ
ット値を受信する、ように構成される第１の受信回路８０２、をさらに備える。
【０１３２】
　いくつかの実施形態において、第１の受信回路８０２は、第４の電力レベル値及び第５
の電力レベル値を受信するようにさらに構成される。第４の電力レベル値は、第１のタイ
プのサブフレームについての第１のオフセット値を暗黙的に含み得る。第５の電力レベル
値は、第２のタイプのサブフレームについての第２のオフセット値を暗黙的に含み得る。
【０１３３】
　いくつかの実施形態において、第１の受信回路８０２は、第６の電力レベル値を受信す
るようにさらに構成され、第６の電力レベル値は、第１のタイプのサブフレームについて
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の第１のオフセット値、及び第２のタイプのサブフレームについての第２のオフセット値
を暗黙的に含み得る。
【０１３４】
　いくつかの実施形態において、第１の受信回路８０２は、第７の電力レベル値、８の電
力レベル値及び第９の電力レベル値を受信するようにさらに構成される。第７の電力レベ
ル値は、第１のタイプのサブフレームについての第１のオフセット値を暗黙的に含み得る
。第７の電力レベル値、８の電力レベル値及び第９の電力レベル値は、第２のタイプのサ
ブフレームについての第２のオフセット値を暗黙的に含み得る。
【０１３５】
　いくつかの実施形態において、無線通信システム２００は、少なくとも１つの第２の基
地局２１２をさらに含む。第１の基地局２１０はピコ基地局であってよく、第２の基地局
２１２はマクロ基地局であってよい。第１のタイプのサブフレーム及び第２のタイプのサ
ブフレームは、第１の基地局２１０における異なるタイプのサブフレームであり、第２の
基地局２１２におけるサブフレームにより干渉される。第１のタイプのサブフレームは、
ＡＢＳ又はＲＰＳＦにより干渉されるサブフレームであり、第２のタイプのサブフレーム
は、非ＡＢＳ又は非ＲＰＳＦにより干渉される。
【０１３６】
　いくつかの実施形態において、無線通信システム２００は、少なくとも１つの第２の基
地局２１２をさらに含む。第１の基地局２１０はマクロ基地局であってよく、第２の基地
局２１２はピコ基地局であってよい。第１のタイプのサブフレーム及び第２のタイプのサ
ブフレームは、第１の基地局２１０における異なるタイプのサブフレームである。第１の
タイプのサブフレームは、第１の基地局２１０におけるＡＢＳ又はＲＰＳＦであり、第２
のタイプのサブフレームは、第１の基地局２１０における非ＡＢＳ又は非ＲＰＳＦである
。
【０１３７】
　ユーザ機器２２２は、推定された第１のＳＩＮＲ及び受信された第１のオフセット値に
基づいて、第１の補償されたＳＩＮＲを生成し、及び推定された第２のＳＩＮＲ及び受信
された第２のオフセット値に基づいて、第２の補償されたＳＩＮＲを生成する、ように構
成される生成回路８０３、をさらに備える。
【０１３８】
　いくつかの実施形態において、生成回路８０３は、第１の基地局２１０から受信された
第１の電力レベル値にさらに基づいて、第１の補償されたＳＩＮＲを生成し及び第２の補
償されたＳＩＮＲを生成する、ようにさらに構成される。
【０１３９】
　いくつかの実施形態において、生成回路８０３は、第１の基地局２１０からの、受信さ
れた第２の電力レベル値にさらに基づいて第１の補償されたＳＩＮＲを生成し、及び受信
された第３の電力レベル値にさらに基づいて第２の補償されたＳＩＮＲを生成する、よう
にさらに構成される。
【０１４０】
　いくつかの実施形態において、生成回路８０３は、受信された第４の電力レベル値にさ
らに基づいて第１の補償されたＳＩＮＲを生成し、及び受信された第５の電力レベル値に
さらに基づいて第２の補償されたＳＩＮＲを生成する、ようにさらに構成される。
【０１４１】
　いくつかの実施形態において、生成回路８０３は、受信された第６の電力レベル値にさ
らに基づいて、第１の補償されたＳＩＮＲ及び第２の補償されたＳＩＮＲを生成する、よ
うにさらに構成される。
【０１４２】
　いくつかの実施形態において、生成回路８０３は、受信された第７の電力レベル値にさ
らに基づいて第１の補償されたＳＩＮＲを生成し、及び受信された第７の電力レベル値、
受信された８の電力レベル値及び受信された第９の電力レベル値にさらに基づいて第２の
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補償されたＳＩＮＲを生成する、ようにさらに構成される。
【０１４３】
　ユーザ機器２２２は、生成された第１の補償されたＳＩＮＲ及び生成された第２の補償
されたＳＩＮＲに基づいて、チャネル状態情報を計算するように構成される計算回路８０
４、をさらに備える。
【０１４４】
　いくつかの実施形態において、チャネル状態情報は、ＣＱＩ、ＰＭＩ及びＲＩのうちの
少なくとも１つを含み、計算回路８０４は、チャネルインパルス応答の推定、干渉の推定
、雑音レベルの推定、生成された第１の補償されたＳＩＮＲ、及び生成された第２の補償
されたＳＩＮＲのうちの１つ以上に基づいて、ＣＱＩ、ＰＭＩ及びＲＩを計算する、よう
に構成される。
【０１４５】
　ユーザ機器２２２は、計算したチャネル状態情報を第１の基地局２１０へ送信するよう
に構成される送信回路８０５、をさらに備える。
【０１４６】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、第１のタイプのサブフレームにつ
いてのリファレンス信号及び第２のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号を
第１の基地局２１０から受信するように構成される第２の受信回路８０６、をさらに備え
る。受信されるリファレンス信号は、ＣＲＳ又はＣＳＩ－ＲＳであってよい。
【０１４７】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、第１の基地局２１０から第１の電
力レベル値を受信するように構成される第３の受信回路８０７、をさらに備える。
【０１４８】
　いくつかの実施形態において、第３の受信回路８０７は、第１のタイプのサブフレーム
についての第２の電力レベル値及び第２のタイプのサブフレームについての第３の電力レ
ベル値を、第１の基地局２１０から受信するようにさらに構成される。
【０１４９】
　チャネル状態情報を取得するためのここでの実施形態は、図８に描いたユーザ機器２２
２内のプロセッサ８１０といった１つ以上のプロセッサを通じて、ここでの実施形態の機
能及びアクションを実行するためのコンピュータプログラムコードと共に実装され得る。
上で言及したプログラムコードは、例えばユーザ機器２２２へロードされた際にここでの
実施形態を実行するためのコンピュータプログラムコードを搬送するデータキャリアの形
式の、コンピュータプログラムプロダクトとして提供されてもよい。１つのそうしたキャ
リアは、ＣＤ　ＲＯＭディスクの形式であり得る。しかしながら、メモリスティックとい
った他のデータキャリアでも実現可能である。コンピュータプログラムコードは、さらに
、サーバ上の純粋なプログラムコードとして提供され、ユーザ機器２２２へダウンロード
されてもよい。
【０１５０】
　当業者は、上述した推定回路８０１、第１の受信回路８０２、生成回路８０３、計算回
路８０４、送信回路８０５、第２の受信回路８０６及び第３の受信回路８０７が、アナロ
グ回路及びデジタル回路の組合せに、並びに／又は、例えばメモリ内に記憶される、プロ
セッサ８１０といった１つ以上のプロセッサにより実行される際に上述したように動作す
るソフトウェア及び／若しくはファームウェアと共に構成される１つ以上のプロセッサ、
への言及であり得ることも理解するであろう。当業者は、第１の受信回路８０２、第２の
受信回路８０６及び第３の受信回路８０７が同一の回路で構成されてもよいことも理解す
るであろう。それらプロセッサの１つ以上と共に他のデジタルハードウェアは、単一のＡ
ＳＩＣ（application-specific　integrated　circuit）又はいくつかのプロセッサに含
まれてもよく、個々にパッケージ化されるかシステムオンチップ（ＳｏＣ）へと組み立て
られるかによらず、多様なデジタルハードウェアが複数の別個のコンポーネントへ分散さ
れてもよい。
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【０１５１】
　上のアクション４０３及び４０４は、第１の基地局２１０において第１のオフセット値
及び第２のオフセット値を推定することに関連する。以下は、それらオフセット値をいか
に推定し得るかの一例である。この例において、第１のオフセット値はΔoffset_0であり
、第２のオフセット値はΔoffset_1である。第１のタイプのサブフレームはＣＳＩ＿０サ
ブフレームとも言及され、第２のタイプのサブフレームはＣＳＩ＿１サブフレームとも言
及される。
【０１５２】
　この例において、第１のタイプのサブフレーム及び第２のタイプのサブフレームについ
て、我々はアウターループリンク適応（ＯＬＬＡ）の２つのセットを使用し得る。１つは
第１のタイプ及びサブフレームのためであり、１つは第２のタイプのサブフレームのため
である。第１の基地局２１０において、信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）は、次のよう
に補償され得る：
　　ＳＩＮＲcompensated＝ＳＩＮＲhypothetical－Ａoffset

ここで、
　　Ａoffset＝Ａoffset＋ＡStepUp　（否定応答（ＮＡＣＫ）が受信された場合）
　　Ａoffset＝Ａoffset－ＡStepDown　（確認応答（ＡＣＫ）が受信された場合）
であり、ＡStepUp及びＡStepDownは、目標のブロックエラーレート（ＢＬＥＲ）に基づい
て決定され、ＳＩＮＲhypotheticalはフィードバックＣＱＩに基づいて取得され得る。リ
ファレンス信号について測定された干渉がデータ、即ちＰＤＳＣＨのリソースエレメント
（ＲＥ）について測定されたものと同じであれば、Ａoffsetの平均はゼロに等しい。そう
でなければ、Ａoffsetの平均は、リファレンス信号とデータ、即ちＰＤＳＣＨのＲＥとで
経験された干渉の間の干渉差を反映し得る。
【０１５３】
　第１のタイプのサブフレーム及び第２のタイプのサブフレームについて干渉パターンは
相違し得ることから、我々は、第１のタイプのサブフレーム及び第２のタイプのサブフレ
ームについて、ＳＩＮＲの変化を別々に追跡する必要がある。例えば、ＣＳＩ＿０サブフ
レーム、即ち第１のタイプのサブフレームについてのＳＩＮＲの変化を捕捉するために、
ＣＱＩ0、Ａoffset_0、ＳＩＮＲhypothetical_0、ＳＩＮＲcompensated_0、ＡStepDown_0

、及びＡStepUp_0を使用し得る。同様に、我々は、ＣＳＩ＿１サブフレーム、即ち第２の
タイプのサブフレームについてのＳＩＮＲの変化を追跡するために、ＣＱＩ1、Ａoffset_

1、ＳＩＮＲhypothetical_1、ＳＩＮＲcompensated_1、ＡStepDown_1、及びＡStepUp_1を
使用し得る。
【０１５４】
　ＣＳＩ＿０サブフレーム及びＣＳＩ＿１サブフレームにおけるミスマッチのレベルが異
なることに起因して、ＣＳＩ＿０サブフレームにおけるＡoffset_0の平均値（Ａ-

offset_

0とする）は、ＣＳＩ＿１サブフレームにおけるＡoffset_1の平均値（Ａ-
offset_1とする

）とは異なるであろう。第１のオフセット値は、ＣＳＩ＿０サブフレームにおけるＡoffs

et_0の平均値と等しいように設定され、即ちΔoffset_0＝Ａ-
offset_0であってよく、第

２のオフセット値は、ＣＳＩ＿１サブフレームにおけるＡoffset_1の平均値と等しいよう
に設定され、即ちΔoffset_1＝Ａ-

offset_1であってよい。この例は、ＣＲＳが衝突型で
ある場合及びＣＲＳが衝突型でない場合の双方のシナリオに適用され得る。
【０１５５】
　さらなる例として、ＣＲＳが衝突型である場合のシナリオについて、Ａ-

offset_0の収
束を早期化するために、我々は、Ａoffset_0の初期値を、ゼロに設定するよりもむしろ、
例えば第２の基地局２１２といったマクロ基地局と例えば第１の基地局２１０といったピ
コ基地局との間のＲＳＲＰの差に設定し得る。ＲＳＲＰの差は、マクロ基地局からのＲＳ
ＲＰの値とピコ基地局からのＲＳＲＰの値との間の差を判定することにより判定される。
マクロ基地局は代替的に第１の基地局２１０であってもよく、ピコ基地局は代替的に第２
の基地局２１２であってもよい。さらなる例として、ＣＲＳが非衝突型である場合のシナ
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リオについて、Ａ-
offset_0の収束を早期化するために、Ａoffset_0の初期値を設定する

際に１つ以上のＲＳＲＰ値が使用されてもよい。この例において、初期値Ａoffset_0は、
１つ以上のＲＳＲＰ値の関数として設定され得る。ＲＳＲＰ値を用いてＡ-

offset_0の収
束を早期化することは、小規模のパケット群について、及びユーザ機器２２２が高速で移
動する場合に、非常に有益である。
【０１５６】
　上のアクション４０６は、推定された第１のオフセット値Δoffset_0及び推定された第
２のオフセット値Δoffset_1をユーザ機器へ送信することに関連する。以下は、アクショ
ン４０６において説明した様々な実施形態がいかに実行され得るかの例である。
【０１５７】
　リファレンス信号がＣＲＳであってチャネル測定のために使用され、かつ第１の基地局
２１０がピコ基地局である場合、Δoffset_0及びΔoffset_1は、より上位のレイヤにより
シグナリングされるパラメータである第１の電力レベル値ＰAと共に、明示的なシグナリ
ングであってよく、それは、ＰＤＳＣＨのＲＥ群の中での、セル固有リファレンス信号の
リソースエレメント別エネルギー（ＥＰＲＥ）に対するＰＤＳＣＨのＥＰＲＥの比を反映
する。第１の基地局２１０はピコ基地局ＰｅＮＢであることから、ＰAが全てのサブフレ
ームについて使用され、即ち、ピコ基地局において全てのサブフレームが同じ電力レベル
を有する。電力レベル値と共にオフセット値を送信することにより、干渉のミスマッチ及
び送信電力の差異の双方を、ユーザ機器においてチャネル状態情報を計算する際に算入し
得る。
【０１５８】
　リファレンス信号がＣＲＳであってチャネル測定のために使用され、かつ第１の基地局
２１０がマクロ基地局ＭｅＮＢである場合、ＲＰＳＥ（電力削減サブフレーム）及び非Ｒ
ＰＳＥについて２つの異なる比が使用され得る。その２つの異なる比を、第２の電力レベ
ル値ＰA0及び第３の電力レベル値ＰA1と称し得る。Δoffset_0及びΔoffset_1は、第２の
電力レベル値ＰA0及び第３の電力レベル値ＰA1と共に、明示的なシグナリングであってよ
い。第２の電力レベル値は、第１のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨのＲＥの
電力レベルとＣＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示し、第３の電力レベル
値は、第２のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＲＳの
ＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示す。電力レベルと共にオフセット値を送信す
ることにより、干渉のミスマッチ及び送信電力の差異の双方を、ユーザ機器においてチャ
ネル状態情報を計算する際に算入し得る。
【０１５９】
　上のアクション６０１～６０９は、推定された第１のオフセット値Δoffset_0及び推定
された第２のオフセット値Δoffset_1をユーザ機器へ暗黙的に送信することに関連する。
以下は、アクション６０１～６０９において説明した様々な実施形態がいかに実行され得
るかの例である。リファレンス信号がＣＳＩ－ＲＳであってチャネル測定のために使用さ
れる場合、Δoffset_0及びΔoffset_1は明示的にはシグナリングされない。
【０１６０】
　上述したアクション６０１～６０３との関連において、ＣＳＩ＿０サブフレーム及びＣ
ＳＩ＿１サブフレームについて２つの電力レベル値がシグナリングされ、即ち第４の電力
レベル値ＰC0及び第５の電力レベル値ＰC1である。アクション６０１～６０３は、第１の
基地局２１０がピコ基地局である場合及びマクロ基地局である場合の双方に適用可能であ
る。ユーザ機器がＣＳＩ＿０サブフレームにおいてチャネル状態情報フィードバックを導
出する際、第４の電力レベル値が使用される。そうでない場合、第５の電力レベル値が使
用される。ここで、ＰC0及びＰC1は、それぞれΔoffset_0及びΔoffset_1により決定され
る。例えば、ＰC0＝Δoffset_0及びＰC1＝Δoffset_1である。ＰC0は、ユーザ機器がチャ
ネル状態情報フィードバックを導出する際の、第１のタイプのサブフレームであるＣＳＩ
＿０サブフレームについてのＣＳＩ－ＲＳのＥＰＲＥに対するＰＤＳＣＨのＥＰＲＥの想
定される比である。また、ＰC1は、ユーザ機器がチャネル状態情報フィードバックを導出
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する際の、第２のタイプのサブフレームであるＣＳＩ＿１サブフレームについてのＣＳＩ
－ＲＳのＥＰＲＥに対するＰＤＳＣＨのＥＰＲＥの想定される比である。２つのオフセッ
ト値を暗黙的に含む電力レベルをユーザ機器へ送信することにより、干渉のミスマッチ及
び送信電力の差異の双方を、ユーザ機器においてチャネル状態情報の計算の際に算入し得
る。
【０１６１】
　上述したアクション６０４～６０５との関連において、第６の電力レベル値ＰCが判定
され得る。アクション６０４～６０５は、第１の基地局２１０がピコ基地局である場合に
関連する。第６の電力レベル値は、ユーザ機器がチャネル状態情報フィードバックを導出
する際の、ＣＳＩ－ＲＳのＥＰＲＥに対するＰＤＳＣＨのＥＰＲＥの想定される比である
。第６の電力レベル値は、Δoffset_0及びΔoffset_1の双方を暗黙的に含む。ピコのユー
ザ機器について、ＰCは、第１のタイプのサブフレーム又は第２のタイプのサブフレーム
のいずれにおいても直接的に使用され得る。２つのオフセット値を暗黙的に含む電力レベ
ルをユーザ機器へ送信することにより、干渉のミスマッチ及び送信電力の差異の双方を、
ユーザ機器においてチャネル状態情報の計算の際に算入し得る。
【０１６２】
　上述したアクション６０６～６０９との関連において、第７の電力レベル値ＰD、８の
電力レベル値ＰA0及び第９の電力レベル値ＰA1が判定される。上のアクション６０６～６
０９は、第１の基地局２１０がマクロ基地局である場合に関連する。マクロのユーザ機器
について、ＰDは、非ＲＰＳＦ（又はＲＰＳＦサブフレーム）におけるチャネル状態情報
フィードバックをユーザ機器が導出する際の、ＣＳＩ－ＲＳのＥＰＲＥに対するＰＤＳＣ
ＨのＥＰＲＥの比である。よって、非ＲＰＳＦ（又はＲＰＳＦサブフレーム）についてチ
ャネル状態情報フィードバックをユーザ機器が導出する際にＰDは直接的に使用され得る
。ＲＰＳＦ（非ＲＰＳＦサブフレーム）についてチャネル状態情報フィードバックをユー
ザ機器が導出する際には、ユーザ機器は、まず、ＰD、ＰA0及びＰA1に基づいて上記比を
導出するものとする。例えば、ユーザ機器においてＳＩＮＲの補償を行うために使用され
る値は、ＰA0－ＰA1＋ＰD又はＰA1－ＰA0＋ＰDに等しいであろう。ここで、ＰDは、Δoff

set_1又はΔoffset_0によって決定され、即ちＰD＝Δoffset_0又はＰD＝Δoffset_1であ
る。よって、第７の電力レベル値は、第１のサブフレームのセット又は第２のサブフレー
ムのセットのいずれのためにも判定されてよい。
【０１６３】
　上のアクション５０２～５０８は、ユーザ機器２２２においてチャネル状態情報を計算
することに関連する。以下は、これがいかに実行されるかの様々な例である。これら例に
おいて、第１のタイプのサブフレームはＣＳＩ＿０サブフレームとしても言及され、第２
のタイプのサブフレームはＣＳＩ＿１サブフレームとしても言及され得る。
【０１６４】
　上のアクション５０２及び５０４は、第１のＳＩＮＲ及び第２のＳＩＮＲが推定される
ことを説明している。以下は、それらＳＩＮＲをいかに推定するかの一例である。
【０１６５】
　ユーザ機器２２２は、ＣＳＩ－ＲＳ又はＣＲＳから、チャネルインパルス応答Ｈ、並び
に、干渉Ｉ及び雑音レベルσを推定し得る。Ｈ、Ｉ及びσによって、次のように推定ＳＩ
ＮＲを取得し得る：
　　ＳＩＮＲest

(UE)＝ｆ（Ｈ，Ｉ，σ）
ここで、ｆ（・）は関数である。同関数は、チャネル推定アルゴリズム及び受信機アルゴ
リズムによって決定される。ＣＳＩ＿０サブフレーム及びＣＳＩ＿１サブフレームについ
て、推定ＳＩＮＲは相違し、ＳＩＮＲest0

(UE)及びＳＩＮＲest1
(UE)と表記される。

【０１６６】
　上のアクション５０６及び５０７は、ユーザ機器２２２が第１の補償されたＳＩＮＲ及
び第２の補償されたＳＩＮＲを生成することを説明している。以下は、それがいかに行わ
れるかの一例である。
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【０１６７】
　ユーザ機器がピコのユーザ機器である場合、即ちユーザ機器がピコ基地局によりサービ
スされている場合、ピコの当該ユーザ機器は、全てのサブフレームについてＰＤＳＣＨ及
びリファレンス信号が同じ電力を使用していることを認識（see）し、但しＣＳＩ＿０サ
ブフレーム及びＣＳＩ＿１サブフレームにおいて異なる干渉が存在することをも認識し得
る。ユーザ機器がマクロのユーザ機器である場合、即ちユーザ機器がマクロ基地局により
サービスされている場合、マクロの当該ユーザ機器は、ＰＤＳＣＨ及びリファレンス信号
がＲＰＳＦ及び非ＲＰＳＦについて異なる電力を使用していること、及び異なる干渉も存
在し得ることを認識し得る。よって、ＳＩＮＲの補償は相違する。よって、以下の例にお
いて、ピコのユーザ機器とマクロのユーザ機器とで別々に、ＳＩＮＲの補償を説明するセ
クションを分けて用いる。
【０１６８】
［ピコのユーザ機器におけるＳＩＮＲ補償の例］
　リファレンス信号の特性に従って、ＳＩＮＲ補償を議論する以下のサブセクションは２
つに分割される。１つのサブセクションはＣＲＳが使用される場合の補償を議論するため
のものであり、１つのサブセクションはＣＳＩ－ＲＳが使用される場合の補償を議論する
ためのものである。補償の観点からは、シグナリングが相違し得ることから、補償もそれ
に応じて相違する。
【０１６９】
［ＣＲＳが使用される場合のピコのユーザ機器におけるＳＩＮＲ補償］
　ＣＳＩ＿０サブフレーム、即ち第１のタイプのサブフレームにおけるチャネル状態情報
の計算のために、セル固有リファレンス信号のＥＰＲＥに対するＰＤＳＣＨのＥＰＲＥの
比ρA0は、次のように想定されるものとする：
　　－ユーザ機器が４個のセル固有アンテナポートと共に送信モード２で、又は４個のセ
ル固有アンテナポートと共に送信モード３で構成され、関連付けられるＲＩが１に等しい
場合、任意の変調方式について、ρA0＝ＰA＋Δoffset_0＋10ｌｏｇ10(2)ｄＢ
　　－上記以外の場合、任意の変調方式及び任意のレイヤ数について、ρA0＝ＰA＋Δoff

set_0ｄＢ
【０１７０】
　ＣＳＩ＿１サブフレーム、即ち第２のタイプのサブフレームにおけるチャネル状態情報
の計算のために、セル固有リファレンス信号のＥＰＲＥに対するＰＤＳＣＨのＥＰＲＥの
比ρA1は、次のように想定されるものとする：
　　－ユーザ機器が４個のセル固有アンテナポートと共に送信モード２で、又は４個のセ
ル固有アンテナポートと共に送信モード３で構成され、関連付けられるＲＩが１に等しい
場合、任意の変調方式について、ρA1＝ＰA＋Δoffset_1＋10ｌｏｇ10(2)ｄＢ
　　－上記以外の場合、任意の変調方式及び任意のレイヤ数について、ρA1＝ＰA＋Δoff

set_1ｄＢ
ＰAは、より上位のレイヤによるパラメータシグナリングであり、ＰＤＳＣＨのＲＥ群の
中での、セル固有リファレンス信号のＥＰＲＥに対する物理ダウンリンク共有チャネル（
ＰＤＳＣＨ）のリソースエレメント別エネルギー（ＥＰＲＥ）の比を反映する。
【０１７１】
　留意すべきこととして、ＣＲＳ及びＰＤＳＣＨの送信電力は、全てのサブフレームにつ
いて同じである。よって、ＰAは、ＣＳＩ＿０サブフレーム及びＣＳＩ＿１サブフレーム
について同じである。補償されたＳＩＮＲは、ＳＩＮＲcompensated

(UE)＝ｇ１（Ｈ，Ｉ
，σ，ρA）によって与えられ得る。ここで、ｇ１（・）は関数である。例えば、ｇ１（
・）は、次のように与えられ得る：ｇ１（Ｈ，Ｉ，σ，ρA）＝ρA0ｆ（Ｈ，Ｉ，σ）
よって、ＣＳＩ＿０サブフレームにおける補償されたＳＩＮＲであるＳＩＮＲcompensate

d
(UE)は、次のように与えられ得る：
ＳＩＮＲcompensated0

(UE)＝ρA0ＳＩＮＲest0
(UE)

また、ＣＳＩ＿１サブフレームにおける補償されたＳＩＮＲは、次のように与えられ得る
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：
ＳＩＮＲcompensated1

(UE)＝ρA1ＳＩＮＲest1
(UE)

【０１７２】
［ＣＳＩ－ＲＳが使用される場合のピコのユーザ機器におけるＳＩＮＲ補償］
　ＣＳＩ－ＲＳが使用される場合、ＣＳＩ＿０サブフレーム及びＣＳＩ＿１サブフレーム
における補償されたＳＩＮＲは、次のように与えられ得る：
ＳＩＮＲcompensated0

(UE)＝ｇ3（Ｈ，Ｉ，σ，ρc0）
ＳＩＮＲcompensated1

(UE)＝ｇ4（Ｈ，Ｉ，σ，ρc1）
ここで、ｇ3（・）及びｇ4（・）は関数である。例えば、ｇ3（・）及びｇ4（・）は、次
のように与えられ得る：
ｇ3（Ｈ，Ｉ，σ，ρA）＝Ｐc0ｆ（Ｈ，Ｉ，σ）
ｇ4（Ｈ，Ｉ，σ，ρA）＝Ｐc1ｆ（Ｈ，Ｉ，σ）
【０１７３】
　よって、ＣＳＩ＿０サブフレームにおける補償されたＳＩＮＲであるＳＩＮＲcompensa

ted
(UE)は、次のように与えられ得る：

ＳＩＮＲcompensated0
(UE)＝Ｐc0ＳＩＮＲest0

(UE)

また、ＣＳＩ＿１サブフレームにおける補償されたＳＩＮＲは、次のように与えられ得る
：
ＳＩＮＲcompensated1

(UE)＝Ｐc1ＳＩＮＲest1
(UE)

ＰC0は第４の電力レベル値であり、ＰC1は第５の電力レベル値であり、上述したように、
第１の基地局２１０から送信される。
【０１７４】
　代替的に、ＣＳＩ－ＲＳが使用される場合、ＣＳＩ＿０サブフレーム及びＣＳＩ＿１サ
ブフレームにおける補償されたＳＩＮＲは、次のように与えられてもよい：
ＳＩＮＲcompensated0

(UE)＝ＰcＳＩＮＲest0
(UE)

ＳＩＮＲcompensated1
(UE)＝ＰcＳＩＮＲest1

(UE)

ＰCは、上述したように第１の基地局２１０から送信される第６の電力レベル値である。
【０１７５】
［マクロのユーザ機器におけるＳＩＮＲ補償の例］
　ピコのユーザ機器におけるＳＩＮＲ補償と同様に、使用されるリファレンス信号に従っ
て、マクロのユーザ機器におけるＳＩＮＲ補償を説明するために以下の２つのサブセクシ
ョンを使用する。
【０１７６】
［ＣＲＳが使用される場合のマクロのユーザ機器におけるＳＩＮＲ補償］
　マクロのユーザ機器のために、ＲＰＳＦ（低減電力サブフレーム）が構成され得る。Ｒ
ＰＳＦにおいてチャネル状態情報が計算される場合、セル固有リファレンス信号のＥＰＲ
Ｅに対するＰＤＳＣＨのＥＰＲＥの比は、次のように想定されるものとする：
　　－ユーザ機器が４個のセル固有アンテナポートと共に送信モード２で、又は４個のセ
ル固有アンテナポートと共に送信モード３で構成され、関連付けられるＲＩが１に等しい
場合、任意の変調方式について、ρA1＝ＰA0＋Δoffset_0＋10ｌｏｇ10(2)ｄＢ
　　－上記以外の場合、任意の変調方式及び任意のレイヤ数について、ρA1＝ＰA0＋Δof

fset_0ｄＢ
非ＲＰＳＦサブフレームにおいてチャネル状態情報が計算される場合、セル固有リファレ
ンス信号のＥＰＲＥに対するＰＤＳＣＨのＥＰＲＥの比は、次のように想定されるものと
する：
　　－ユーザ機器が４個のセル固有アンテナポートと共に送信モード２で、又は４個のセ
ル固有アンテナポートと共に送信モード３で構成され、関連付けられるＲＩが１に等しい
場合、任意の変調方式について、ρA2＝ＰA1＋Δoffset_1＋10ｌｏｇ10(2)ｄＢ
　　－上記以外の場合、任意の変調方式及び任意のレイヤ数について、ρA2＝ＰA1＋Δof

fset_1ｄＢ
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【０１７７】
　留意すべきこととして、ＣＲＳ及びＰＤＳＣＨの送信電力は異なるサブフレームについ
て異なり、ＰＤＳＣＨの送信電力もまた同じではない。よって、２つの電力レベル値ＰA0

及びＰA1が、ＲＰＳＦ及び非ＲＰＳＦについて別々に使用される。ＰA0は第２の電力レベ
ル値であり、ＰA1は第３の電力レベル値であり、上述したように、第１の基地局２１０か
ら送信される。
【０１７８】
　補償されたＳＩＮＲは、次のように与えられ得る：
ＳＩＮＲcompensated

(UE)＝ｇ2（Ｈ，Ｉ，σ，ρA）
ここで、ｇ2（・）は関数である。例えば、ｇ2は、次のように与えられ得る：
ｇ2（Ｈ，Ｉ，σ，ρA）＝ρAｆ（Ｈ，Ｉ，σ）
よって、ＲＰＳＦについて、ＳＩＮＲcompensated

(UE)は、次のように与えられ得る：
ＳＩＮＲcompensated-RPSF

(UE)＝ρA1ＳＩＮＲest-RPSF
(UE)

一方、通常のサブフレームについて、ＳＩＮＲcompensated
(UE)は、次のように与えられ

得る：
ＳＩＮＲcompensated-non-RPSF

(UE)＝ρA2ＳＩＮＲest-non-RPSF
(UE)

【０１７９】
［ＣＳＩ－ＲＳが使用される場合のマクロのユーザ機器におけるＳＩＮＲ補償］
　ＣＳＩ－ＲＳが使用される場合、ＣＳＩ＿０サブフレーム及びＣＳＩ＿１サブフレーム
における補償されたＳＩＮＲは、次のように与えられ得る：
ＳＩＮＲcompensated0

(UE)＝ｇ3（Ｈ，Ｉ，σ，Ｐc0）
ＳＩＮＲcompensated1

(UE)＝ｇ4（Ｈ，Ｉ，σ，Ｐρc1）
ここで、ｇ3（・）及びｇ4（・）は関数である。例えば、ｇ3（・）及びｇ4（・）は、次
のように与えられ得る：
ｇ3（Ｈ，Ｉ，σ，ρA）＝Ｐc0ｆ（Ｈ，Ｉ，σ）
ｇ4（Ｈ，Ｉ，σ，ρA）＝Ｐc1ｆ（Ｈ，Ｉ，σ）
よって、ＣＳＩ＿０サブフレームにおける補償されたＳＩＮＲであるＳＩＮＲcompensate

d
(UE)は、次のように与えられ得る：
ＳＩＮＲcompensated0

(UE)＝Ｐc0ＳＩＮＲest0
(UE)

また、ＣＳＩ＿１サブフレームにおける補償されたＳＩＮＲは、次のように与えられ得る
：
ＳＩＮＲcompensated1

(UE)＝Ｐc1ＳＩＮＲest1
(UE)

ＰC0は第４の電力レベル値であり、ＰC1は第５の電力レベル値であり、上述したように、
第１の基地局２１０から送信される。
【０１８０】
　代替的に、ＣＳＩ－ＲＳが使用される場合、ＣＳＩ＿０サブフレーム及びＣＳＩ＿１サ
ブフレームにおける補償されたＳＩＮＲは、次のように与えられてもよい：
ＣＳＩ＿０サブフレームについて、ＳＩＮＲcompensated0

(UE)＝ＰDＳＩＮＲest0
(UE)、

及び
ＣＳＩ＿１サブフレームについて、ＳＩＮＲcompensated1

(UE)＝ｇ5（ＰA0，ＰA1，ＰD）
ＳＩＮＲest1

(UE)

ここで、ｇ5（・）は関数である。例えば、ｇ5（ＰA0，ＰA1，ＰD）＝ＰA0－ＰA1＋ＰDで
あってよい。
ＰDは第７の電力レベル値、ＰA0は８の電力レベル値、ＰA1は第９の電力レベル値であり
、上述したように第１の基地局２１０から送信される。
【０１８１】
　アクション５０８は、チャネル状態情報を計算することに関連する。チャネル状態情報
は、ＣＱＩ、ＰＭＩ及びＲＩを含み得る。一例として、ＣＱＩ、ＰＭＩ及びＲＩは、補償
されたＳＩＮＲで計算される。ＣＱＩ、ＰＭＩ及びＲＩは、推定されたチャネルインパル
ス応答、干渉、雑音、及び補償されたＳＩＮＲに基づいて導出される。
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【０１８２】
　基地局２１０及びユーザ機器２２２がここで開示された実施形態を実行可能となるよう
に、基地局において以下のシグナリングのサポートが実装され得る。よって、ＣＱＩレポ
ートコンフィグレーションのための無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングが更新され
得る。この例において、ＣＱＩレポートコンフィグレーションは、ＣＱＩ、ＰＭＩ及びＲ
Ｉのための全てのコンフィグレーションを含む。
【０１８３】
　以下は、ＲＲＣシグナリングのために使用され得るオプションの２つの例である：
オプション１：ＣＳＩサブフレームセットのうちの１つ、例えばＣＳＩ＿１のためにnomP
DSCH-RS-EPRE-Offset-r10を再利用し、他のＣＳＩサブフレームセット、例えばＣＳＩ＿
０のために新たな値nomPDSCH-RS-EPRE-Offset2-r10を導入する。
【０１８４】
　例えば、CQI-ReportConfig-r10において、次のように更新が行われ得る：
【表１】

本オプションは、この高度な補償を伴わないユーザ機器との間で良好に合わせられ得る。
【０１８５】
オプション２：ＣＳＩ＿０及びＣＳＩ＿１のために２つの新たなオフセットを導入する。
例えば、以下の変更が行われ得る：
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【表２】

【０１８６】
　“comprise”又は“comprisng”（含む／備える）が使用される場合、それは非限定的
であり、即ち“少なくとも～からなる”を意味するように解釈されるものとする。
【０１８７】
　ここでの実施形態は、上述した好適な実施形態に限定されない。多様な変形、修正及び
均等物が使用されてもよい。従って、上の実施形態は本発明の範囲を限定するものとされ
るべきではなく、本発明の範囲は添付の特許請求の範囲により定義される。
 



(41) JP 2015-511441 A 2015.4.16

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月1日(2014.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（２２２）からチャネル状態情報を取得するための第１の基地局（２１０）
における方法であって、当該第１の基地局（２１０）は、無線通信システム（２００）に
含まれ、当該無線通信システム（２００）は、前記ユーザ機器（２２２）をさらに含み、
　第１のチャネル情報に基づいて、第１のサブフレームのセットについて第１のオフセッ
ト値を推定すること（４０３）と、前記第１のサブフレームのセットのサブフレームは、
第１のタイプであることと、
　第２のチャネル情報に基づいて、第２のサブフレームのセットについて第２のオフセッ
ト値を推定すること（４０４）と、前記第２のサブフレームのセットのサブフレームは、
第２のタイプであることと、
　前記ユーザ機器（２２２）へ、推定した前記第１のオフセット値及び推定した前記第２
のオフセット値を送信すること（４０５）と、
　前記ユーザ機器（２２２）からチャネル状態情報を取得すること（４０７）と、
　当該チャネル状態情報は、推定した前記第１のオフセット値及び推定した前記第２のオ
フセット値に基づいていることと、
　当該チャネル状態情報は、前記第１の基地局（２１０）において送信のために使用され
ることと、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記第１のチャネル情報及び／又は前記第２のチャネル情報は、負荷情報、位置情報、
アウターループリンク適応動作の統計、リファレンス信号値、及び他のチャネル情報、の
うちの１つ以上を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のオフセット値を推定すること（４０３）及び前記第２のオフセット値を推定
すること（４０４）は、それぞれ前記第１のサブフレームのセット及び前記第２のサブフ
レームのセットについて、リファレンス信号のリソースエレメント（ＲＥ）で測定される
第１の信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）と物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ
）のリソースエレメント（ＲＥ）で測定される第２のＳＩＮＲとの間の比率差を推定する
ことにより実行される、請求項１～２のいずれかに記載の方法。
【請求項４】
　前記無線通信システム（２００）は、少なくとも１つの第２の基地局（２１２）をさら
に含み、前記方法は、
　前記ユーザ機器（２２２）から、前記第１の基地局（２１０）についてのリファレンス
信号値及び前記少なくとも１つの第２の基地局（２１２）についての第２のリファレンス
信号値、を含むチャネル情報を受信すること（４０１）と、
　当該チャネル情報は、前記第１のチャネル情報及び前記第２のチャネル情報の双方とし
て使用されることと、
　前記第１の基地局（２１０）についての前記リファレンス信号値と前記少なくとも１つ
の第２の基地局（２１２）についての前記第２のリファレンス信号値との間の差異を判定
すること（４０２）と、
　当該差異は、リファレンス信号のＲＥで測定される前記第１のＳＩＮＲとＰＤＳＣＨの
ＲＥで測定される前記第２のＳＩＮＲとの間の前記比率差を推定する際に使用されること
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と、
　を含む、
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記方法は、
　双方のサブフレームのセットについて、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）
のリソースエレメント（ＲＥ）の電力レベルと共通リファレンス信号（ＣＲＳ）のＲＥの
電力レベルとの間の想定される比を示す第１の電力レベル値を、前記ユーザ機器（２２２
）へ送信すること（４０６）、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記方法は、
　前記第１のサブフレームのセットについての第２の電力レベル値と、前記第２のサブフ
レームのセットについての第３の電力レベル値とを、前記ユーザ機器（２２２）へ送信す
ること（４０６）と、
　前記第２の電力レベル値は、前記第１のサブフレームのセットについての物理ダウンリ
ンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のリソースエレメント（ＲＥ）の電力レベルと共通リフ
ァレンス信号（ＣＲＳ）のＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示すことと、
　前記第３の電力レベル値は、前記第２のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨの
ＲＥの電力レベルとＣＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示すことと、
　をさらに含む、請求項１～５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　第１の基地局（２１０）へチャネル状態情報を送信するためのユーザ機器（２２２）に
おける方法であって、当該ユーザ機器（２２２）は、無線通信システム（２００）に含ま
れ、当該無線通信システム（２００）は、前記第１の基地局（２１０）をさらに含み、
　第１のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号に基づいて、第１の信号対干
渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）を推定すること（５０２）と、
　第２のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号に基づいて、第２のＳＩＮＲ
を推定すること（５０３）と、
　前記第１の基地局（２１０）から、前記第１のタイプのサブフレームについての第１の
オフセット値及び前記第２のタイプのサブフレームについての第２のオフセット値を受信
すること（５０４）と、
　推定した前記第１のＳＩＮＲ及び受信した前記第１のオフセット値に基づいて、第１の
補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０６）と、
　推定した前記第２のＳＩＮＲ及び受信した前記第２のオフセット値に基づいて、第２の
補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０７）と、
　生成した前記第１の補償されたＳＩＮＲ及び生成した前記第２の補償されたＳＩＮＲに
基づいて、チャネル状態情報を計算すること（５０８）と、
　計算した前記チャネル状態情報を前記第１の基地局（２１０）へ送信すること（５０９
）と、
　を含む方法。
【請求項８】
　前記第１のタイプのサブフレームについての前記リファレンス信号及び前記第２のタイ
プのサブフレームについての前記リファレンス信号は、チャネルインパルス応答、干渉、
及び雑音レベル、のうちの１つ以上を推定するために使用され、第１のＳＩＮＲを推定す
ること（５０２）及び第２のＳＩＮＲを推定すること（５０３）は、チャネルインパルス
応答、干渉、及び雑音レベル、のうちの１つ以上の前記推定に基づいて行われる、請求項
７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のタイプのサブフレームについての前記リファレンス信号及び前記第２のタイ
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プのサブフレームについての前記リファレンス信号は、前記第１の基地局（２１０）から
受信（５０１）されるリファレンス信号であり、当該リファレンス信号は、共通リファレ
ンス信号（ＣＲＳ）又はチャネル状態情報リファレンス信号（ＣＳＩ－ＲＳ）である、請
求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記方法は、前記第１の基地局（２１０）から、第１の電力レベル値を受信すること（
５０５）、をさらに含み、
　前記第１の補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０６）及び前記第２の補償されたＳ
ＩＮＲを生成すること（５０７）は、受信した前記第１の電力レベル値にさらに基づく、
　請求項７～９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記方法は、前記第１の基地局（２１０）から、第１のタイプのサブフレームについて
の第２の電力レベル値及び第２のタイプのサブフレームについての第３の電力レベル値を
受信すること（５０５）、をさらに含み、
　前記第１の補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０６）は、受信した前記第２の電力
レベル値にさらに基づき、
　前記第２の補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０７）は、受信した前記第３の電力
レベル値にさらに基づく、
　請求項７～９のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　第１のタイプのサブフレームについての第１のオフセット値及び第２のタイプのサブフ
レームについての第２のオフセット値を受信すること（５０４）は、前記第１のタイプの
前記サブフレームについての前記第１のオフセット値を暗黙的に含む第４の電力レベル値
、及び前記第２のタイプの前記サブフレームについての前記第２のオフセット値を暗黙的
に含む第５の電力レベル値を受信すること、を含み、
　前記第１の補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０６）は、受信した前記第４の電力
レベル値にさらに基づき、
　前記第２の補償されたＳＩＮＲを生成すること（５０７）は、受信した前記第５の電力
レベル値にさらに基づく、
　請求項７～９のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　前記チャネル状態情報は、ＣＱＩ（Channel　Quality　Indicator）、ＰＭＩ（Preferr
ed　Matrix　Indicator）及びＲＩ（Rank　Indicator）のうちの少なくとも１つを含み、
前記ＣＱＩ、ＰＭＩ及びＲＩは、チャネルの推定、干渉の推定、雑音レベルの推定、生成
した前記第１の補償されたＳＩＮＲ、及び生成した前記第２の補償されたＳＩＮＲのうち
の１つ以上に基づいて計算（５０８）される、請求項７～１２のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　ユーザ機器（２２２）からチャネル状態情報を取得するように構成される第１の基地局
（２１０）であって、当該第１の基地局（２１０）は、無線通信システム（２００）に含
まれ、当該無線通信システム（２００）は、前記ユーザ機器（２２２）をさらに含み、
　第１のチャネル情報に基づいて、そのサブフレームが第１のタイプである第１のサブフ
レームのセットについて第１のオフセット値を推定し、第２のチャネル情報に基づいて、
そのサブフレームが第２のタイプである第２のサブフレームのセットについて第２のオフ
セット値を推定する、ように構成される推定回路（７０１）と、
　前記ユーザ機器（２２２）へ、前記第１のサブフレームのセットについての推定された
前記第１のオフセット値及び前記第２のサブフレームのセットについての推定された前記
第２のオフセット値を送信するように構成される第１の送信回路（７０２）と、
　前記ユーザ機器（２２２）からチャネル状態情報を取得するように構成される第１の受
信回路（７０３）と、
　を備え、
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　前記チャネル状態情報は、推定された前記第１のオフセット値及び推定された前記第２
のオフセット値に基づいており、
　前記チャネル状態情報は、前記第１の基地局（２１０）において送信のために使用され
る、
　第１の基地局（２１０）。
【請求項１５】
　前記推定回路（７０１）は、それぞれ前記第１のタイプのサブフレーム及び前記第２の
タイプのサブフレームについて、リファレンス信号（ＲＳ）のリソースエレメント（ＲＥ
）で測定される第１の信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）と物理ダウンリンク共有チャネ
ル（ＰＤＳＣＨ）のリソースエレメント（ＲＥ）で測定される第２のＳＩＮＲとの間の比
率差を推定することにより、前記第１のオフセット値を推定し及び前記第２のオフセット
値を推定する、ように構成される、請求項１４に記載の第１の基地局（２１０）。
【請求項１６】
　前記無線通信システム（２００）は、少なくとも１つの第２の基地局（２１２）をさら
に含み、前記第１の基地局（２１０）は、
　前記ユーザ機器（２２２）から、前記第１の基地局（２１０）についてのリファレンス
信号値及び前記第２の基地局（２１２）についての第２のリファレンス信号値を含む、前
記第１のチャネル情報及び前記第２のチャネル情報の双方として使用されるチャネル情報
を受信するように構成される第２の受信回路（７０４）と、
　前記第１の基地局（２１０）についての前記リファレンス信号値と前記第２の基地局（
２１２）についての前記第２のリファレンス信号値との間の差異を判定するように構成さ
れる判定回路（７０５）と、
　をさらに備え、
　前記差異は、リファレンス信号のＲＥで測定される前記第１のＳＩＮＲとＰＤＳＣＨの
ＲＥで測定される前記第２のＳＩＮＲとの間の前記比率差を推定する際に使用される、
　請求項１５に記載の第１の基地局（２１０）。
【請求項１７】
　前記第１の基地局（２１０）は、
　双方のサブフレームのセットについて、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）
のリソースエレメント（ＲＥ）の電力レベルと共通リファレンス信号（ＣＲＳ）のＲＥの
電力レベルとの間の想定される比を示す第１の電力レベル値を、前記ユーザ機器（２２２
）へ送信するように構成される第２の送信回路（７０６）、
　をさらに備える、請求項１４～１６のいずれかに記載の第１の基地局（２１０）。
【請求項１８】
　前記第１の基地局（２１０）は、
　前記第１のサブフレームのセットについての第２の電力レベル値と、前記第２のサブフ
レームのセットについての第３の電力レベル値とを、前記ユーザ機器（２２２）へ送信す
るように構成される第２の送信回路（７０６）、
　をさらに備え、
　前記第２の電力レベル値は、前記第１のサブフレームのセットについての物理ダウンリ
ンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のリソースエレメント（ＲＥ）の電力レベルと共通リフ
ァレンス信号（ＣＲＳ）のＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示し、
　前記第３の電力レベル値は、前記第２のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨの
ＲＥの電力レベルとＣＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示す、
　請求項１４～１６のいずれかに記載の第１の基地局（２１０）。
【請求項１９】
　第１の基地局（２１０）へチャネル状態情報を送信するように構成されるユーザ機器（
２２２）であって、当該ユーザ機器（２２２）は、無線通信システム（２００）に含まれ
、当該無線通信システムは、前記第１の基地局（２１０）をさらに含み、
　第１のタイプのサブフレームについてのリファレンス信号に基づいて、第１の信号対干
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渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）を推定し、第２のタイプのサブフレームについてのリファレン
ス信号に基づいて、第２のＳＩＮＲを推定する、ように構成される推定回路（８０１）と
、
　前記第１の基地局（２１０）から、第１のタイプのサブフレームについての第１のオフ
セット値を受信し及び第２のタイプのサブフレームについての第２のオフセット値を受信
する、ように構成される第１の受信回路（８０２）と、
　推定された前記第１のＳＩＮＲ及び受信された前記第１のオフセット値に基づいて、第
１の補償されたＳＩＮＲを生成し、及び推定された前記第２のＳＩＮＲ及び受信された前
記第２のオフセット値に基づいて、第２の補償されたＳＩＮＲを生成する、ように構成さ
れる生成回路（８０３）と、
　生成された前記第１の補償されたＳＩＮＲ及び生成された前記第２の補償されたＳＩＮ
Ｒに基づいて、チャネル状態情報を計算するように構成される計算回路（８０４）と、
　計算された前記チャネル状態情報を前記第１の基地局（２１０）へ送信するように構成
される送信回路（８０５）と、
　を備えるユーザ機器（２２２）。
【請求項２０】
　前記ユーザ機器は、前記第１の基地局（２１０）から第１の電力レベル値を受信するよ
うに構成される第３の受信回路（８０７）、をさらに備え、
　前記生成回路（８０３）は、受信された前記第１の電力レベル値にさらに基づいて、前
記第１の補償されたＳＩＮＲを生成し及び前記第２の補償されたＳＩＮＲを生成する、よ
うにさらに構成される、
　請求項１９に記載のユーザ機器（２２２）。
【請求項２１】
　前記ユーザ機器は、前記第１の基地局（２１０）から、第１のタイプのサブフレームに
ついての第２の電力レベル値及び第２のタイプのサブフレームについての第３の電力レベ
ル値を受信するように構成される第３の受信回路（８０７）、をさらに備え、
　前記生成回路（８０３）は、受信された前記第２の電力レベル値にさらに基づいて前記
第１の補償されたＳＩＮＲを生成し、及び受信された前記第３の電力レベル値にさらに基
づいて前記第２の補償されたＳＩＮＲを生成する、ようにさらに構成される、
　請求項１９に記載のユーザ機器（２２２）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　ＨｅｔＮｅｔでは、ピコセルの境界付近にいる当該ピコセル内のユーザ機器にとって、
マクロのリファレンス信号の強度は、ピコのリファレンス信号のそれよりも格段に強いか
もしれない。一例として、ＬＴＥリリース１０においてマクロのリファレンス信号の強度
はピコのリファレンス信号の強度よりも約０～６ｄＢ強く、ＬＴＥリリース１１では約６
～１２ｄＢ強い。制御チャネルの信頼し得る送信及びＰＤＳＣＨの効率的な送信を確保す
るために、ピコセルの境界に近いユーザ機器について、３ＧＰＰ　ＴＳ３６．４２３（バ
ージョン１０．２．０及びセクション９．２．５４）では、マクロセルにおいてＡＢＳが
構成され、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＳＨ）、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）
，セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）及びリファレンス信号のみが送信され、他のデータチャ
ネルは送信されない。よって、ＡＢＳでは、ピコセルの境界付近にいるユーザ機器はデー
タチャネルについて低いマクロ干渉を経験し、逆に非ＡＢＳでは、非常に高いマクロ干渉
を経験する。一方で、ピコセルの中央付近にいるユーザ機器について、マクロ信号はピコ
信号との比較において常に相対的に低く、よってピコセルの中央付近のユーザ機器につい
て干渉は常に低い。図１に、干渉レベルとＡＢＳとの間の関係の一例が示されている。図
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１に例示したように、マクロ基地局（マクロｅＮＢ）は、ＡＢＳ及び非ＡＢＳを有し得る
。図１においてピコＵＥ１として例示されている、ピコセルの境界付近のユーザ機器は、
マクロｅＮＢにおけるＡＢＳであるサブフレームに対応するサブフレームにおいて、低い
マクロ干渉を経験する。ピコＵＥ１は、マクロｅＮＢにおける非ＡＢＳであるサブフレー
ムに対応するサブフレームにおいて、高いマクロ干渉を経験する。図１においてピコＵＥ
２として例示されている、ピコセルの中央付近のユーザ機器は、全てのサブフレームにお
いて低いマクロ干渉を経験する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　［アクション６０７］
　第１の基地局２１０は、第８の電力レベル値を判定する。第８の電力レベル値は、第１
のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨのＲＥの電力レベルとＣＲＳのＲＥの電力
レベルとの間の想定される比を示し得る。想定される比は、上のアクション６０２におい
て説明したように判定されてよい。第８の電力レベル値がいかに判定され得るかは、後に
さらに説明される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　［アクション６０９］
　第１の基地局２１０は、アクション６０６で判定した第７の電力レベル値、アクション
６０７で判定した第８の電力レベル値及びアクション６０８で判定した第９の電力レベル
値を、ユーザ機器２２２へ送信する。推定された第１のオフセット値は、第７の電力レベ
ル値によって暗黙的にシグナリングされ、推定された第２のオフセット値は、第７の電力
レベル値、第８の電力レベル値及び第９の電力レベル値によって暗黙的にシグナリングさ
れ得る。２つのオフセット値を暗黙的に含み得る電力レベルをユーザ機器へ送信すること
により、干渉のミスマッチ及び送信電力の差異の双方を、後にアクション５０８において
説明されるチャネル状態情報の計算の際に算入し得る。よって、無線通信システム２００
におけるより高いスペクトル効率と共により信頼し得る通信が達成される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　第１の送信回路７０２は、第８の電力レベル値を判定するようにさらに構成されてもよ
い。第８の電力レベル値は、第１のサブフレームのセットについてのＰＤＳＣＨのＲＥの
電力レベルとＣＲＳのＲＥの電力レベルとの間の想定される比を示し得る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
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　第１の送信回路７０２は、判定された第７の電力レベル値、第８の電力レベル値及び第
９の電力レベル値を、ユーザ機器２２２へ送信するようにさらに構成されてもよい。推定
された第１のオフセット値は第７の電力レベル値によって暗黙的にシグナリングされ、推
定された第２のオフセット値は、第７の電力レベル値、第８の電力レベル値及び第９の電
力レベル値によって暗黙的にシグナリングされ得る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、第７の電力レベル値、第８の電力
レベル値及び第９の電力レベル値を受信する。第７の電力レベル値は、第１のタイプのサ
ブフレームについての第１のオフセット値を暗黙的に含み、第７の電力レベル値、第８の
電力レベル値及び第９の電力レベル値は、第２のタイプのサブフレームについての第２の
オフセット値を暗黙的に含み得る。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
　いくつかの実施形態において、ユーザ機器２２２は、アクション５０４で受信した第７
の電力レベル値、第８の電力レベル値及び第９の電力レベル値にさらに基づいて、上記第
２の補償されたＳＩＮＲを生成する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２２】
　［アクション５０８］
　ユーザ機器２２２は、アクション５０６において生成した第１の補償されたＳＩＮＲ及
びアクション５０７において生成した第２の補償されたＳＩＮＲに基づいて、チャネル状
態情報を計算する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３４】
　いくつかの実施形態において、第１の受信回路８０２は、第７の電力レベル値、第８の
電力レベル値及び第９の電力レベル値を受信するようにさらに構成される。第７の電力レ
ベル値は、第１のタイプのサブフレームについての第１のオフセット値を暗黙的に含み得
る。第７の電力レベル値、第８の電力レベル値及び第９の電力レベル値は、第２のタイプ
のサブフレームについての第２のオフセット値を暗黙的に含み得る。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１４２】
　いくつかの実施形態において、生成回路８０３は、受信された第７の電力レベル値にさ
らに基づいて第１の補償されたＳＩＮＲを生成し、及び受信された第７の電力レベル値、
受信された第８の電力レベル値及び受信された第９の電力レベル値にさらに基づいて第２
の補償されたＳＩＮＲを生成する、ようにさらに構成される。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５２】
　この例において、第１のタイプのサブフレーム及び第２のタイプのサブフレームについ
て、我々はアウターループリンク適応（ＯＬＬＡ）の２つのセットを使用し得る。１つは
第１のタイプのサブフレームのためであり、１つは第２のタイプのサブフレームのためで
ある。第１の基地局２１０において、信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）は、次のように
補償され得る：
　　ＳＩＮＲcompensated＝ＳＩＮＲhypothetical－Ａoffset

ここで、
　　Ａoffset＝Ａoffset＋ＡStepUp　（否定応答（ＮＡＣＫ）が受信された場合）
　　Ａoffset＝Ａoffset－ＡStepDown　（確認応答（ＡＣＫ）が受信された場合）
であり、ＡStepUp及びＡStepDownは、目標のブロックエラーレート（ＢＬＥＲ）に基づい
て決定され、ＳＩＮＲhypotheticalはフィードバックＣＱＩに基づいて取得され得る。リ
ファレンス信号について測定された干渉がデータ、即ちＰＤＳＣＨのリソースエレメント
（ＲＥ）について測定されたものと同じであれば、Ａoffsetの平均はゼロに等しい。そう
でなければ、Ａoffsetの平均は、リファレンス信号とデータ、即ちＰＤＳＣＨのＲＥとで
経験された干渉の間の干渉差を反映し得る。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６２】
　上述したアクション６０６～６０９との関連において、第７の電力レベル値ＰD、第８
の電力レベル値ＰA0及び第９の電力レベル値ＰA1が判定される。上のアクション６０６～
６０９は、第１の基地局２１０がマクロ基地局である場合に関連する。マクロのユーザ機
器について、ＰDは、非ＲＰＳＦ（又はＲＰＳＦサブフレーム）におけるチャネル状態情
報フィードバックをユーザ機器が導出する際の、ＣＳＩ－ＲＳのＥＰＲＥに対するＰＤＳ
ＣＨのＥＰＲＥの比である。よって、非ＲＰＳＦ（又はＲＰＳＦサブフレーム）について
チャネル状態情報フィードバックをユーザ機器が導出する際にＰDは直接的に使用され得
る。ＲＰＳＦ（非ＲＰＳＦサブフレーム）についてチャネル状態情報フィードバックをユ
ーザ機器が導出する際には、ユーザ機器は、まず、ＰD、ＰA0及びＰA1に基づいて上記比
を導出するものとする。例えば、ユーザ機器においてＳＩＮＲの補償を行うために使用さ
れる値は、ＰA0－ＰA1＋ＰD又はＰA1－ＰA0＋ＰDに等しいであろう。ここで、ＰDは、Δo

ffset_1又はΔoffset_0によって決定され、即ちＰD＝Δoffset_0又はＰD＝Δoffset_1で
ある。よって、第７の電力レベル値は、第１のサブフレームのセット又は第２のサブフレ
ームのセットのいずれのためにも判定されてよい。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８０】
　代替的に、ＣＳＩ－ＲＳが使用される場合、ＣＳＩ＿０サブフレーム及びＣＳＩ＿１サ
ブフレームにおける補償されたＳＩＮＲは、次のように与えられてもよい：
ＣＳＩ＿０サブフレームについて、ＳＩＮＲcompensated0

(UE)＝ＰDＳＩＮＲest0
(UE)、

及び
ＣＳＩ＿１サブフレームについて、ＳＩＮＲcompensated1

(UE)＝ｇ5（ＰA0，ＰA1，ＰD）
ＳＩＮＲest1

(UE)

ここで、ｇ5（・）は関数である。例えば、ｇ5（ＰA0，ＰA1，ＰD）＝ＰA0－ＰA1＋ＰDで
あってよい。
ＰDは第７の電力レベル値、ＰA0は第８の電力レベル値、ＰA1は第９の電力レベル値であ
り、上述したように第１の基地局２１０から送信される。
 



(52) JP 2015-511441 A 2015.4.16

10

20

30

40

【国際調査報告】



(53) JP 2015-511441 A 2015.4.16

10

20

30

40



(54) JP 2015-511441 A 2015.4.16

10

20

30

40



(55) JP 2015-511441 A 2015.4.16

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,H
U,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,
UZ,VC,VN

(72)発明者  リ、シャオファ
            中華人民共和国　１０００８５　ペキン　ハイディエン　ディストリクト　シーアールチー　リン
            シウシングイグ　ビー８３－１－５０２
(72)発明者  フ、ヤン
            中華人民共和国　１００１０２　ペキン　チャオヤン　ディストリクト　ナンバー５　ライズ　イ
            ースト　ストリート　エリクソン　タワー
(72)発明者  ワン、ジャンフェン
            中華人民共和国　１００１０２　ペキン　チャオヤン　ディストリクト　ナンバー５　ライズ　イ
            ースト　ストリート　エリクソン　タワー
Ｆターム(参考) 5K067 AA11  AA33  DD44  DD45  EE02  EE10  EE24  EE54  EE56  GG01 
　　　　 　　        HH22 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

